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平成21年

　

初夏号

ひ

　

1:

り、

或

マインドアート

ち・｀Jｃ

ず灸恥

とｊび

作者：須藤正岡り氏

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

・
臓
器
移
植
法
改
正
案
Ａ
案
衆
議
院
で
採
択

第
3
2
回
道
腎
協
定
期
総
会
開
催



Ｆ‘4｡

　

第
Ｃ
Ｏ
回
道
腎
協
定
期
総
会
が
、

ル
札
幌
に
於
い
て
、
来
賓
６
名
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
2
1
年
５
月
3
1
日
囲
札
幌
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

全
道
各
地
よ
り
会
員
・
家
族
等
9
8
名
の
参
加
で

　　

会

　

柘
掛札聖氏

浬

Ｅ
‥
り

ヽ
＝

の
御
’
に
粁
協
1
.
'
田
人
余
が
新
型
ｆ
ム
フ
ル

エ
シ
ザ
の
影
辨
で
中
止
と
な
り
、
疋
、
へ
Ｌ

粁
協
か
う
秘
■
等
の
間
催
に
り
い
て
険

１
｀
一
｀
１

を
す
る
よ
う
に
通
知
が
あ
ｏ
ま
し
た

　

い

く
り
か
山
県
賢
協
か
総
ご
中
1
1
　
を
決
定
し

た
と
の
情
報
か
ら
険
Ｊ
を
巾
ね
、
Ｆ
指
消

尚
剤
の
設
置
・
ア
７
　
９
心
配
吊
等
の
処
μ

戴
丿
彰

●II≒･･，

梵毎丿議会誦昌自田民主克

　　

清水誠一氏

を
と
い
た
う
え
て
開
催
す
る
≫
I
と
に
な
Ｏ

ま
し
た

　

総
会
は
Ｔ
前

(
=
1
川
）
か
川
べ

し
た

0

jに

Ｊ．４

よ
ｏ
小
剌
運
営
か
‥
ロ

＆
と
な
ｏ
進
行
さ

わ
ま

　

川
会
改
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
の
汲
、
亡

く
な
ら
わ
た
左
硲
や
仲
間
の
万
々
の
こ
ゾ

福
を
叫
り
黙
梼
を
捧
げ
ま
し
た

　

続
い
て

の
■
長
挨
拶
は
、
川
村
１
長
が
体
調
．
和
良

の
為
欠
席
と
な
ｏ
、
掛
札
Ｖ
　
Ｓ

i
代
行
（
釧

路
）
か
ら
挨
拶
が
あ
‐
ま
し
た
．

　

掛
札
会
長
代
行
ご
挨
拶

　

一
ぺ
定
間
総
ｊ
に
ぢ
㈲
の
皆
様
お
は
よ
う
こ

さ
い
ま
ず

　

東
賓
の
皆
様
に
は
、
’
一
恥
忙

中
力
と
t
　
J
ろ
出
席
い
た
だ
キ
に
ま
し
て
あ
い

か
と
ぅ
こ
ざ
い
ま
す

　

本
よ
て
あ
わ
ば
、

川
伺
余
長
が
ご
挨
拶
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ

ｏ
ま
す
が
八
今
だ
体
調
が
回
叫
し
て
お
Ｏ

ま
せ
ん

　

私
の
み
か
ら
．
．
万
一
挨
拶
申
し

１
　
Ｌ
げ
ま
す

　

ず
成
ｒ
　
1
　
^
-
度
ち
逆
粁
Ｍ
の
西
陣
行
ｊ
・

運
動
に
余
□
の
皆
様
や
汚
地
域
粁
秘
余
の

万
々
の
’
｝
協
り
を
得
な
が
ら
活
勁
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
お
礼
申
し
ト
げ
ま
す

　

私
達
の
Ｖ
-
１
は
、
透
析
忠
＆
・
腎
臓
病
患

片
の
命
と
ａ
ら
し
を
守
い
て
い
く
二
と
が

目
標
だ
と
仏
は
思
い
．
て
お
ｏ
ま
ず

　

そ
の

第
プ
の
‐
吟
で
あ
る
、
命
を
守
る
た
め
の

Ｌ
へ
．
卜
透
析
を
～
い
・
り
て
も
、
と
’
一
で
も
、

だ
わ
て
ち
゛
゛
が
受
け
ら
わ
る
’
一
と
を
に
べ
‐

標
と
し
て
、
昭
印
5
2
年
に
ｓ
―
粁
協
が
結
成

さ
わ
、
そ
の
．
年
後
に
そ
の
目
標
を
達
成

す
る
>
　
I
と
か
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
嘔

Ｉ
６ｂ
ｌ

fl

医
療
費
助
成
制
度
や
国
の
っ
障
害
政
自
ｙ
・

だ
援
医
療
（
更
生
医
療
二
等
の
改
悪
が
あ

ｏ
、
徐
々
に
昭
和
5
2
年
当
時
の
医
療
情
勢

へ
と
戻
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

仏
達
は
ち
う
。
度
原
点
に
ｙ
。
ち
戻
。
い
て
み

る
必
要
が
あ
る
の
て
は
な
い
か
と
ぢ
え
ま
す

　

そ
わ
に
は
、
児
ず
、
近
年
減
少
し
つ
つ

あ
る
組
織
牟
を
１
　
Ｌ
げ
、
透
析
心
＆
の
代
人

と
し
て
’
。
１
　
　
川
山
仲
間
と
、
川
や
北
而
逆
に

吋
し
て
忠
＆
川
体
と
し
て
牟
。
‥
要
？
し
て

い
け
る
川
体
で
な
け
わ
ば
な
ら
な
い
と
ろ

え
て
お
ｏ
ま
す
。
組
織
率
の
向
ト
は
．
ｋ

．
短
で
は
な
し
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
近
服
は
鳥
齢
片
の
透
析
患
政
が
多
く
、

目

　

次
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北海通議会議員民主党

　　

佐野法充氏

北海道議会議員公明党

　　

佐藤英道氏

北海道議会議員共産党

　

花岡ユリ子氏代理

　　

小田一郎氏

町北海道難病1塑代表幹串

　　

高田秦一氏

':北毎丿臨床工字桟ｔ会会長

　　　

室橋高男氏

な
か
な
か
話
を
す
る
暇
も
な
く
、
べ
付

添
い
の
家
族
と
の
㈲
談
も
・
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
『

　

今
後
は
通
院
し
て
い
る
医
療
機
関
の
先

乍
や
ス
タ
ッ
フ
の
み
を
通
し
て
も
私
達
の

活
動
が
伝
え
ら
わ
る
よ
う
に
、
先
乍
力
の

細
織
で
あ
る
透
析
医
鳶
や
透
析
療
法
学
１

等
に
対
し
て
協
一
り
を
要
請
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
。
般
会
口
の
皆
様

も
、
地
域
腎
む
へ
会
及
び
道
腎
協
の
役
目
も

同
じ
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
忠
＆
同
Ｌ

で
す
。
。
卜
へ
ひ
と
り
の
み
が
、
後
退
し
つ

つ
あ
る
吠
療
に
対
し
て
。
緒
に
活
動
を
し

て
い
た
た
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
‐
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
の
皆
様
万
に
は
、

今
後
と
も
ｘ
‥
地
域
腎
友
会
及
び
道
腎
協
に

対
し
て
史
な
る
ご
理
解
、
ご
協
り
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
ト
げ
、
総
会
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
本
‐
は
ど
う
ち
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ご

　

会
長
代
行
の
挨
拶
に
引
続
き
、
来
賓
の

紹
介
が
行
わ
わ
、
自
民
党
逆
連
副
会
長
・

。£ｙ

●

司会・運営委員

小平敬明氏

　　

会

　

計
三上留美子氏

北
海
道
地
方
議
連
会
妊

　

清
水
誠
．
氏
、

民
ド
党
北
海
道
幹
剌
長

　

佐
野
法
充
氏
、

公
明
党
北
海
道
４
　
　
部
幹
丿
妊

　

佐
藤
雛
、
道

氏
、
‐
本
比
産
党
逆
議
団
団
長

　

佗
岡
ユ

リ
．
ド
氏
（
代
理

　

小
…
…
…
．
郎
氏
）
、
社
北

海
逆
臨
床
Ｌ
学
技
Ｌ
会
会
妊

　

室
橋
高
劣

氏
、
岫
北
海
道
難
病
連
代
友
理
巾

　

高
川

恥
．
氏
の
６
々
‥
‥
の
皆
様
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
．
道
議
の
χ
‥
冤
乍
か
ら
は
、

　

○
道
内
に
お
け
る
腎
侈
柚
体
制
の
整
備

　

○
政
府
管
掌
保
険
証
一
Ｗ
㈲
へ
の
臓
器
提

　
　

供
意
思
λ
示
欄
の
導
人

　

○
医
療
・
福
祉
・
介
誕
制
度
に
つ
い
て

　
　

は
比
ｒ

　

Ｏ
地
域
医
療
の
確
保
等
に
つ
い
て
努
め

　
　

て
ま
い
０
ま
す

な
ど
の
お
話
が
あ
ｏ
ま
し
た
『

Ｅ木芳三氏

　

次
に
、
Ｌ
川
祐
．
Ｌ
氏
(
Ｚ
'
~
―
Ｊ
沢
）
よ
０
、

北
海
道
知
剌
高
橋
は
る
み
様
他
、
多
故
力

祝
電
・
又
り
セ
ー
ジ
が
披
鱗
さ
わ
ま
し
た

　

こ
こ
で
東
賓
の
皆
様
は
ご
退
席
ど
な
ｏ
、

会
場
か
ら
人
き
な
拍
Ｆ
で
見
送
ｏ
ま
し
た
．

　

そ
の
後
、
議
妊
団
に
近
江
谷
守
幹
小
″
（
胆

川
）
、
坂
や
光
幹
剌
（
札
幌
）
の
ご
私
か

選
出
さ
■
ｔ
v
議
心
″
に
入
り
ま
し
た

　

に
私
片

山
″
陥
り
長
（
札
幌
）
よ
ｏ
剌
成
叩
こ

活
勁
報
占
、
ミ
ト
留
鳶
．
Ｌ
会
計
（
札
幌
）

よ
０
窄
成
2
0
年
峻
決
算
報
告
、
福
原
心
理

．
Ｌ
公
計
監
だ
役
（
札
幌
）
よ
り
嘔
成
丿
年

度
会
計
監
斤
報
告
が
あ
り
３
件
。
括
で
承

認
さ
わ
ま
し
た
。

続
い
て
掛
札
会
妊
代
行
よ
り
・

Ｐ

じ
｀
Ｉ
｀
’
一

ｂ
２
り

度
活
動
方
針
（
案
）
、
ミ
ト
留
赴
。
1
1
会
計

よ
ｏ
恥
成
劉
年
度
ｒ
Ｑ
（
案
）
が
提
案
さ

わ
、
・
ｎ
疑
応
答
の
う
え
脈
認
さ
わ
ま
し
た
。

続
い
て
、
水
島
裕
運
営
か
‥
Ｕ
（
室
蘭
）
よ

）

ｔ
成
２
１

９
９
　
　
年
峻
役
八
（
案
）
が
提
案

さ
わ
、
指
Ｚ
‥
さ
わ
た
役
‥
］
は
そ
の
川
で
起

ぺ
し
、
会
場
参
加
ｉ
ｔ
に
紹
介
さ
わ
低
認
さ

わ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
新
役
ほ
を
代
人

し
て
掛
札
会
長
よ
り
・
。
た
だ
い
ま
・
ｔ
Ｊ
さ

わ
ま
し
た
ｊ
ｙ
.
~
ｙ
で
道
腎
協
を
運
営
し
て
い

く
わ
け
で
す
が
、
今
後
１
ブ
ル
ー
フ
で
活

動
し
ま
す
が
＆
ブ
４
　
Ｉ
フ
晦
に
副
会
ｋ
１

私
の
４
私
、
迦
営
委
-
―
／
り
】
私
の
８
々
‥
‥
で
目

標
は
鳶
口
案
の
ア
。
。
プ
で
す

　

昏
様
の
協

４



"

　　

新副会長
佐々木保子氏

り
を
俳
で
、
目
標
達
成
に
向
け
運
営
し
て

い
き
ま
す

　

と
の
挨
拶
が
あ
ｏ
ま
し
べ

続
い
て
小
竃
原
和
枝
幹
串
（
と
か
ち
）
か

ら
７
　
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）
が
、
占
野
石
沖
留

運
営
呑
八
（
…
ｕ
Ｑ
沢
）
か
ら
総
へ
．
九
‐
．
．
．
‥
（
案
）

が
提
案
さ
わ
拍
Ｆ
で
喰
認
さ
わ
ま
し
た
．

　

続
い
て
水
年
に
わ
た
り
遺
腎
協
役
‥
ｕ
と

し
て
遺
賢
協
組
織
の
仙
礎
を
築
か
れ
、
昨

年
ご
逝
去
さ
わ
ま
し
た
堀
吽
和
彦
．
几
会
妊

と
叫
沼
1
1
7
．
副
会
長
の
お
ふ
た
方
と

役
八

医療講演の隈博政先生

改
選
に
あ
た
り
３
圓
６
年
以
ト
任
を
陥
め

ら
わ
た
川
村
降
志
会
長
、
山
‐
に
．
ト
副
会

長
、
人
洋
則
札
運
営
≪
＜
：
ｚ
…
小
笠
原
和
枝

幹
雅
へ
の
感
謝
状
贈
‥
ｎ
が
行
わ
れ
、
Ｍ
初

に
川
吽
．
几
会
長
・
柳
沼
副
会
長
お
ふ
だ
万

の
奥
様
か
壇
卜
に
卜
が
ら
わ
、
掛
札
会
長

よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
Ｆ
渡
さ
わ
ま
し

た
．
お
ふ
だ
万
を
代
入
し
て
．
川
片
．
几
会

妊
の
奥
様
か
ら
ニ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
わ
た

杵
様
か
ら
の
ご
叩
情
に
感
謝
の
．
．
．
‥
柴
と
体

く
な
い
て
ち
な
お
道
腎
協

と
川
吽
様
に
寄
せ
ら
わ
る

奥
様
の
想
い
あ
ふ
わ
る
ご
挨
拶
が
あ
り
、

恥
く
の
参
㈲
酋
に
深
い
感
動
を
り
え
ま
し
た
．

　

引
き
続
き
、
川
村
降
志
氏
（
代
理

　

川

村
1
4
a
江
氏
）
、
山
目
に
．
ド
氏
、
尺
洋
則

゛'●!91ぷ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉｒ心７
瞰

”I゛ ‘

交流会の様子

几
氏
、
小
笠
原
和
枝
氏
が
ぴ
壇
さ
わ
、
掛

札
会
妊
よ
ｏ
感
謝
状
と
記
念
品
が
Ｆ
渡
さ

わ
た
後
．
記
念
び
心
を
搬
ｏ
終
．
ｊ
し
ま
し
た

　

最
後
に
、
佐
々
木
保
．
ド
副
ご
長
（
オ
ホ
ー

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
体
制
を
構
築

す
べ
き
か
等
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
ご
」
う
じ
ん
”
次
‥
り
（
第

ツ
ッ
）
か
ら
参
㈲
酋
に
対
す
る
感
謝
の
。
バ

　

ー
リ
】
一
‘
Ｉ
吋
）
に
描
繊
ｒ
定
で
す
。

柴
と
閉
会
の
挨
拶
で
無
心
″
総
会
は
終
．
Ｊ
し

ま
し
た

　

午
後
１
時
か
ら
は
、
‐
本
透
析
医
会
副

会
妊

　

医
療
法
ト
ヘ
ー
く
ま
腎
り
リ
ニ
ッ
ク
」

院
長
隈
呻
政
左
緊
を
講
師
に
招
き
、
一
災

害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
提
供
体
制
～
臨

岡
県
叫
万
沖
地
震
と
情
報
に
達
｀
を
演
題

に
医
療
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
北
海
道
周
辺
に
お
け
る
地
震
の

発
乍
状
況
、
地
震
と
は
「
い
つ
で
も
・
ど

＼
｣
で
も
」
発
生
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

ﾍﾞﾆﾌ・Ｌ
一
Ｉ
器

交流会の様子

前
目
（
即
‐
）
は
、
総
会
に
む
け
て
午

後
５
時
か
ら
ブ
ロ
。
。
り
会
議
を
開
催
し
、

総
会
運
営
要
領
と
酋
役
口
の
役
割
分
担
等

に
つ
い
て
打
ａ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で
Ａ
'
体
交
流
会

を
行
い
、
夕
食
を
と
り
な
が
ら
＆
テ
ー
ブ

ル
で
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
は
、
４
ブ

４
Ｉ
フ
･
■
M
｡
に
別
室
に
侈
勤
し
、
べ
／
後
の
酋

ブ
ル
ー
フ
で
の
活
動
方
針
や
会
ほ
拡
人
な

　
　

１

と
に
つ
い
て
話
し
八
い
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
ブ
ル
ー
フ
内
地
域
腎
友
会
の

行
剌
’
ｒ
定
に
つ
い
て
交
換
し
、
で
き
る
と

ｆ
一
ろ
か
ら
帽
仔
に
参
加
し
あ
う
、
役
ほ
に

よ
る
意
‐
｀
交
換
会
を
行
い
、
。
１
１
ｑ
い
に
他
腎

友
会
の
活
動
等
を
収
り
人
わ
て
会
活
勁
を

活
性
化
し
会
ほ
拡
大
に
収
ｏ
組
ん
で
行
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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喘
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ｔ
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む
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副
余
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目
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・

成

恥
成
Ｔ
　
1

ｈ
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叫
弗
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し
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．
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ト
戊
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１
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遣
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故
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で

運

ら
Ｉ
Ｉ
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ｙ

中
成
1
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;1ﾆ

に
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･;「

Ｓ
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ヽ

　

／
ｘ

ｊ
ｌ

脈
遣
ほ
口
と
し
て
、
ご
活
躍
Λ
・
わ
ｔ
・
し
た

川
村

降
志

　

様

Ｉ
；

　

叫
徊

Ｇ
、
万

年
ま
Ｉ

６

り
～
ヤ
成
尾
り
ｔ
で
運
営
む

成
コ
り
は
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陥

同

次

’
、
．
、
汁
、
ド
ト

　

Ｊ

　

Ｉ

　
　

Ｉ

長
、
心
ト
戊

　
　
　
　
　

１

V｡

３
り
～
’
゜
Ｊ

ｎ

年

～
８

ｆ

り
ま

　

ま
で
小
紡
り
几
、
眼
成
目
印
～
‐
印
ま
で

乙
の

　

副
余
几
、
働
成
口
Ｔ
～
2
0
り
よ
て
余
長
、

呻
週
難
病
冲
一
派
遣

様玉
で
斡
Ｉ

り
～
川
り
玉
で
涯
廿
‥
か
口
、

-
｡
-
-
Ｍ
て
副
余
に
｛
、

．
ド
ド
戈

父

″
―
！
－
～

Ｉ
／
―

の
他
僣
道
難
病
冲

ｆ

堀井和彦様・奥様

　

瑞代様

こ
い
他
Ｉ
賢
叫
嘸
心
役
‥
］
、
借
道
難
病
冲

派
遣
Ｊ
Ｖ
―
-
■
と
し
て
、
’
一
活
躍
さ
わ
ま
し
た

｀
ｓ
４
ａ
－

　
　

Ｉ

ｆ

’
Ｌ

　

様

成

り

り’

Ｓ

Ｔ
～
１
２
圧
ま
で
運

Ｉ
ｔ
ご
斤
μ
、
ド
Ｖ
、
Ｉ

１リ
一a
fl

け
‥
か
ｉ

恥
成
‐

ま
で
副
余
ｋ
と
し
て
ご
話
躍
さ

「
篭
聯
富
奉
書
Ｉ
礪
爛
考
細
人
の
會
島
に

-

Ｔ

－

り

Ｓ

れ

ま柳沼正一様・奥様

　

秀子様

し
た

人
洋

　

則
大

　

様

　

ず
成
１
５
り
～
2
0
年
ま
て
ぜ
何
か
‥
口

て
こ
一
活
叩
さ
わ
ま
し
た

小
笠
原

和
枝

　

様

恥
成
口
年
～
川
一
年
生

活
躍
さ
わ
ま
し
た

し

幹

･れ

と

し

ﾆ〃=
し

心

　

今
ま
で
山
谷
旺
い
こ
片
労
に
感
謝
を
込

め
λ
彰
さ
せ
て
い
た
た
き
ま
し
た

　

あ
‐
。
か
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た

川村隆志様代理百合江様、山口信子様、

大潭則夫様、小笠原和枝樟
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北
海
道
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Ｈ

札
幌
巾
透
析

　

ぺ、

Ｊ心

財

団

法

八

長

i'l'

｀μ

長

北

海

道

ja

医
会

■
＾
_
'
　
　
　
　
　
'
･
ｓ

･
≫
-

　

　

　
=
２
２

和

斤

洋

　

修

　

剌

北
海
道
腎
臓
バ
≒
’
り

　

咲

　

内

　

能

　

ミ

侈
柚
片
協
議
会

余

長

松

浦

鼠

t･9

財
団
法
た

A
｡
'
田
腎
臓
病
協
議
会

　
　

ご

　

長

　

Ｉ

〈
県
腎
協
〉

…
'
"
Ｃ
。
県
、
秋
川
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
、

‐
蒙
県

新
潟
以

岐
小
県
．

京

?71;

ｆ
ｌ
／
ｒ

‘
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
．
ｘ

■
＾
"
―
-
　
-
Ｔ

帥
奈
川
県

・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ｘ
ｓ

ｓ
ｌ
Ｉ

　

！

″
1
1
1
リ

静
岡
県
、

た
阪

‐
．
ｈ
、

μ
ノ

ｆ
、
ｒ１

鳥
取

１
－
－

愛
媛
県
、
鳥

１
ｈ
、

□
ｚ

‐
Ｇ
、

り

知
県
、

本

絹

宏

埼

:
　
-
^
Ｊ
　
…
　
■
　

左
１

瓦
宇

様様

　　

f)i

形
県

福
島
県

　

・
ｓ
・
Ｉ
・
ｘ
l

I

1
1
り

束2

京

柵;

梨
県

長
野
県

福
拝
県

曖
知
県

践

市

11. S.

島
根
県

徳
鳥

μ

1［

智

Ｉ
ド
、

μ
″

‐
．
ｈ
、

Ｈ
Ｌ
／

石
川
県
、

滋
賀
県
、

奈
良
県
．

　

岡
山
県
．

西
川
県
、

長
崎
県
、

熊
本
県
、
宮
崎
県

〈
展
示
に
ご
協
力
頂
い
た
メ
ー
カ
ー
〉

　　　

－

㈱ユ工

　　

ｙ

ハ

　

１

　

几

　

ヒ

　

ス

　

㈱

い
’
↑
マ
ー
ト
㈱

ノ

　
　

ー
ー

様様様

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

-

　

－

－

;j



・
余
ほ
の
減
に
ヤ
は
残
念
な
’
万
一
で
す

　

透

哨
が
始
い
だ
時
に
、
［
目
勁
的
に
説
明
し

ｆ
I
　
-
―
’
を
Ｑ
叱
す
る
様
な
ン
ワ
、
・
リ
ム
に
し

て
い
い
て
は
い
か
が
で
し
Ｌ
う
か
り
・
ち

ち
ろ
ん
、
冊
７
政
の
場
旨
で
す
が
私

　

は
１
午
位
し
て
余
の
剌
を
矧
ｏ
ま
し
た
Ｉ

・
札
幌
て
の
よ
介
は
始
め
て
て
す

　

釧
路

　

・
の
と
き
に
は
出
席
し
て
い
ｔ
し
た

・
透
析
約
ご
り
て
す

　

透
梢
室
フ
、
タ
り
フ

　

と
し
て
働
い
て
い
ま
す

　

会
‥
口
数
を
な

　

ん
と
か
増
や
し
た
い
と
り
え
て
い
ま
す

か
、
仏
と
し
こ
は
医
療
側
の
λ
持
ち
も

心
ｉ
ｒ
倒
の
λ
持
ち
■
Ｈ
-
両
方
が
わ
か
い
ま

す

　

難
し
い
問
迦
が
あ
る
と
思
い
ｔ
す

が
、
両
＆
・
い
Ｍ
り
が
て
ぎ
て
、
会
‥
口
増

卯
に
努
め
る
た
め
に
、
同
か

は
な
い
か
と
ぢ
え
て
い
ま
す

只

１

．１

ﾉ

ﾉ

法

・
今
俺
も
、
総
会
や
勉
強
八
八
と
、
患

　

乃
余
い
た
達
に
余
え
る
現
に
参
㈲
し
た

・
総
ご
の
ふ
″
ｔ
報
｛
を
拝
聴
し
、
我
７
忠

　

＆
の
た
め
に
数
多
く
の
利
叢
を
雛
進
し

　

て
お
ら
わ
る
利
に
感
謝
し
。
積
極
的
に

　

参
如
し
協
り
す
る
所
ｙ
仔
て
あ
ｏ
ｔ
す

・
腎
臓
病
の
勉
強
１
を
開
い
て
は
と
八
）

　

し
よ
り
か
‥
・
患
占
さ
ん
パ
医
ｉ
ｃ
^
Ｃ
:
≪
？

　

師
こ
ト
学
技
ト
を
れ
え
て
、
ａ
併
症
・

薬
・
透
析
技
術
な
≒
題
材

る
と
思
い
ま
す

　

た
と
え
ば
、
雛
の

　

．
レ
ソ
り
う

　

に
つ
い
て
、
じ
こ
の
よ
う

な
副
作
川
が
あ
る
か

ね
て
い
な
い
’
・

酋
は
知

ら
さ

・
払
い
病
院
は
余
口
㈲
人
の
依
頼
に
‐
Ｍ

　

り
的
で
す

　

病
院
の
岬
解
を
俳
る
た
め

｀
一

’
ｒ
Ｉ

１

ゝ

腎
な
、
Ｉ
'
I
幹
部
の
Ｐ
ｋ
を
お
願
い
し
た

組
織
拡
入
に
つ
い
て
、
八
兄
仝
述
ぺ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ｔ
し
た

執
行
部
の
‐
常
い
‥
し
い
り
に
敬
愚
＜
!
-
＜
:
し

ま
す

騨
題
の
ご
い
減
問
か
へ
・
い
回
心
策
は
い

よ
い
Ｌ
ｙ
２
　
　
度
４
　
　
Ｉ
増
し
て
い
ｋ
す

　

サ

リ
フ
リ
ず
ム
ト
ソ
吟
晰
壊
ど
川
に
界
叫
喚

び府
経
済
１
　
況
一
．

　

構
想
ド
、

我

国

しト）

１
　
さ
な
政

医
療
費
削
減
ｆ
透
‘

析
医

療
内
宕
の
切
ｏ
ド
げ
は
、
目
前
・
の
川
実

と
な
い
て
い
ま
す

　

患
占
団
休
・
の
運
動

の
ｎ
・
Ｍ
の
増
い
か
絶
口
に
必
要
ｔ
司

*
　
／
で
す

　

二
≫
　
I
ま
で
恥
㈲
人
・
の
透
哨
片

山
川
実
を
兄
る
時
、
ｊ
．
総
ぺ
．
ヤ
り

　

１
　
げ

派

　

八
万
針
の

　

～
万
低

　

か
飛
端
に
似

　

Ｉ
／
Ｉ

Ｔ
Ｖ
　
―

理
解
さ
わ
る
環
境
」
に
か
な
り

か
離
か
あ
０
ま
す

　

透
哨
冶
吟
い
に
場

か
、
実
は
引
当
に
脆
く
て
、
に
ｎ
ｋ
寸
丿

危
惧
が
増
尺
の
現
実
を
、
・
。
や
さ
し
い

。
。
‥
低

　

て
、
れ
加
人
改
に
も
届
け
る
Ｑ

ほ
を
し
て
ド
さ
い
。

総
会
に
出
席
し
て
、
「
あ
ら
、
元
飢
夕

　

一
な
ぜ
’
・

　

こ
わ
が
、
私
の
。
盾
の
印

象
で
す

　

透
析
と
い
う
屯
い
巾
い
病

気
の
ト
ヘ
・
の
集
ま
ｏ
な
の
か
と
、
ビ
。
り

り
し
ま
し
た

　

体
は
病
気
で
あ
い
て
も

　

ご
ヤ
は
病
ん
で
は
い
な
い
と
思
い
ま

し
た

　

仏
も
へ
／
‐
か
ら
、
心
の
尾
気
で

眼
ん
で
Ｉ
げ
く
心
ｒ
を
目
標
と
し
て
、
明
る

い
入
Ｔ
を
過
ご
し
た
い
と
心
か
ら
願
い

て
緊
き
て
Ｇ
き
ま
す

　

あ
‐
が
と
う

腎
反
勁
の
皆
様
へ

０
０
＠
ｅ
ｏ

マ
イ
ン
ド
ア
ー
ト

　
　

作
者

　

須
藤

　

正
剛
氏

　
　
　
　
　

（
旭
川
・
会
い
ご
家
族
）

　

泊
藤
さ
ん
列

　

ご
人
院
中
力
た
め
。

次
‥
り
に
コ
人
ニ
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ｔ
す

　

コ
ー
ヒ
ー
山
西
０
か
人
紙
か
ら
庫
い

て
く
る
Ｌ
う
な
不
リ
キ
た
絵
と
叉
で
す

～

　

皆
さ
ん
、
次
‥
り
ち
泊
６
さ
ん
・
い
ｙ
で

Ｊ
ト
ｙ
ｌ
ト
を
囃
し
み
に
し
て
い
て
ト
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紀
昭
（
道
南
）

金田衆議員の秘書の方と筒井道腎協代表

　

３
月
2
5
‐
巾
、
修
９
　
旅
行
以
東
、
川

数
印
ぶ
り
の
束
京
で
す
。
透
析
吸
は
血

川
が
低
く
な
る
の
が
常
で
あ
い
で
、
そ

の
よ
う
な
状
態
で
の
．
ｔ
安
と
期
待
で
し

た
。
函
館
か
ら
順
行
機
で
羽
川
よ
り
京

急
蒲
川
線
・
京
浜
束
北
線
・
介
楽
町
か

ら
有
楽
町
線
で
水
川
町
ま
で
１
峙
間
の

心
細
い
．
Ｌ
へ
旅
で
し
た
が
、
無
串
に
つ

き
ま
し
た

　

~
＞
'
‐
M
‐
巾
は
、
９
時
に
ミ
ト
竹
腎

協
理
巾
と
ａ
流
し
、
衆
議
院
第
ミ
議
口

１
館
へ
杵
き
ま
し
へ
午
前
1
0
時
■
＞
^
0
ひ

よ
り
衆
議
院
第
。
。
議
口
会
館
第
１
会
議

ぷ
に
於
い
て
、
ヤ
町
協
測
次
国
会
請
願

行
動
か
開
催
さ
わ
。
道
腎
協
を
代
λ
し

て
２
私
（
ミ
ト
Ａ
.
　
･
粁
協
理
剌
＝
札
帆
・

筒
坪
紀
昭
‥
‐
逆
南
）
が
出
席
致
し
ま
し

た
。

　

閥
会
請
閥
集
ま
の
開
会
に
際
し
て
油

拝
<
･
■
　
Ｖ
-
｡
-
＾
　
Ａ
-
ｔ
妊
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

ｏ
、
岫
願
ｙ
Ｋ
‥
数
が
1
0
5
リ
ー
ｒ
べ

を
越
え
た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
と
。
町

年
に
。
度
の
附
‥
外
的
／
Ｖ
'
融
危
機
ど
か
経

済
乍
況
と
か
-
ｔ
≪
ｒ
　
-
i
≪
<
ｒ
て
お
り
障
申
‥
片
の

雇
川
も
余
儀
な
く
さ
わ
る
の
で
は
、
と

心
一
｀
一
さ
わ
る
趣
旨
の
説
明
か
あ
ｏ
圭
し

か

　

そ
の
後
、
田
会
議
口
５
.
Ｔ
＾
;
…
秘
れ
‥
一
Ｅ
一

＾
ｃ
：
の
方
々
が
次
々
と
駆
け
つ
け
挨
拶
を

開
き
ま
し
た

　

そ
こ
で
、
仏
は
衆
議
院

議
ほ
の
方
々
と
｀
‥
は
か
ら
の
地
尾
で
の

而
識
を
に
べ
切
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
串
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

～
破
か
ら
北
加
逆
選
出
の
衆
ぢ
両
議

Ｇ
余
館
を
巡
川
し
．
第
．
．
議
ほ
会
館
に

は
、
飯
島
九
慟
（
自
民
党
）
、
に
札
谷
光

す
（
と
明
党
）
、
和
田
九
牛
（
民
ド
党
）

を
廻
り
ま
し
た
が
～
印
中
で
し
た

　

隣
り
の
棟
の
第
．
議
口
会
館
で
は
、

鉢
Ｍ
‥
光
乍
（
民
Ｌ
党
）
、
．
．
．
吽
光
牛
（
民

Ｌ
党
）
も
１
　
か
に
中
の
た
め
、
そ
わ
ぞ
れ

秘
Ｒ
‥
の
ぢ
に
請
願
桝
私
簿
を
お
渡
し
し

趣
旨
の
説
明
を
し
ま
し
た
、
城
後
に
訪

問
し
た
ミ
片
光
生
の
政
策
秘
占
の
長
南

や
．
Ｌ
氏
に
は
、
恥
’
忙
な
時
間
を
さ
い

馴
一
Ｅ
一
１
　
ｒ
に

二£ムjl
l

　

--●
/脚（||

梨
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て
国
ご
議
剌
堂
な
ど
を
案
内
し
て
川
１

ま
し
た
。
（
そ
わ
も
。
。
。
ト
ヤ
賢
協
理
巾

の
以
前
か
ら
の
知
ト
八
で
あ
い
た
か
う
一
一

そ
）

　

最
吸
に
今
川
の
田
会
馴
願
活
動
に
参

㈲
す
る
機
会
を
俳
で
思
い
も
・
か
け
ぬ
経

験
を
さ
せ
て
旧
き
、
1
6
那
逆
府
県
の
生

々
会
細
織
強
化
の
必
要
性
と
、
団
結
り
、

そ
し
て
会
ほ
の
数
が
政
治
を
勁
か
す
人

き
な
原
勁
り
で
あ
る
こ
と
を
身
を
も
い

て
体
験
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
は
嘔
な
経
験
を
乍
か
し
、
腎

友
会
活
動
に
努
り
さ
せ
て
川
き
た
い
と

川
言
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
法
改
正
案
Ａ
案

衆
議
院
垢
困
採
択
さ
れ
る

　

へ
／
国
会
に
Λ
～
Ｄ
案
が
提
出
さ
わ
、

Λ
案
へ
法
的
に
脳
死
は
。
Ｌ
へ
の
死

　

と

位
Ｍ
づ
け

　

ｏ
歳
か
ら
も
提
供
可
能
）

が
過
ｔ
数
（
賛
成
２
６
３
）
を
越
え
採

択
。
道
腎
協
で
は
各
地
域
腎
友
会
役
員

の
皆
さ
ん
に
急
濾
お
願
い
し
、
地
元
選

出
国
会
議
員
の
方
々
に
Ａ
案
賛
成
を
要

望
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
参
議
院
審
議

中
に
衆
議
院
が
解
散
に
な
る
と
廃
案
に
。



北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告

　

平
成
‐
年
４
Ｈ
一
卜
‐
巾
・
1
9
‐
０
札
幌

巾
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
、
第

6
6
川
社
Ｖ
"
"
国
腎
臓
病
協
議
会
北
海
逆
ブ

ロ
ノ
フ
会
議
が
役
は
等
'
：
：
ｉ
＾
の
出
席
と
、

A
｡
'
Ｖ
―
r
v
ｇ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
＾
＾
担
当
ニ
ト
理
串

の
出
席
を
俳
て
開
催
し
ま
し
た
、
山
‐
副

会
妊
の
｛
厳
し
い
経
済
情
勢
ド
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
負
担
増
な
ど
に
よ

り
、
会
八
退
会
ｉ
ｒ
が
み
ら
わ
新
会
口
加
ぺ

も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

地
域
腎
友
会
の
４
ブ
ル
ー
フ
活
動
に
よ
り

連
帯
感
を
増
し
て
活
動
を
活
性
化
し
て
い

き
ま
し
よ
う
∠
と
の
開
会
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
逝
去
さ
わ
た
仲
間
の
-
ｖ
'
ｉ
ｃ
を
ｊ
ｔ
　
･
―
"

黙
梼
を
捧
げ
ま
し
へ

　

掛
軋
会
奴
代
行
か
ら
Ｉ
２
‐
間
に
わ
た

る
会
議
は
透
析
患
行
に
は
き
つ
い
か
も
し

わ
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
な
兌
ｊ
を
お
噸
い

し
ま
す
。
後
期
高
齢
ｉ
ｔ
医
療
制
度
も
。
部

改
削
の
話
が
で
て
い
ま
す
。
保
険
料
負
担

の
。
部
軽
減
処
置
の
話
も
で
て
お
ｏ
ま
す

が
決
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
決
ま
わ
ば

機
関
誌
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
腎
侈
植

に
つ
い
て
、
吽
印
逝
内
で
は
1
8
件
あ
ｏ
ま

し
た
。
臓
Ｓ
侈
植
法
の
改
ぶ
に
つ
い
て
も

1
5
歳
以
ド
の
お
．
Ｌ
さ
ん
に
つ
い
て
論
議
さ

わ
て
お
り
ま
す
が
、
宗
教
ト
の
問
題
も
あ

り
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
保

険
に
つ
い
て
も
改
正
さ
わ
ま
し
た
。
当
初
、

要
介
謳
Ｉ
の
透
析
患
者
の
多
く
が
要
ｔ
扱

Ｉ
へ
侈
行
さ
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
わ
ま
し
た
が
、
最
近
の
報
逆
で
は
２
年

間
位
は
現
状
維
持
さ
わ
る
よ
う
で
す
。
さ

て
、
会
口
数
に
つ
い
て
で
す
が
、
働
成
Ｊ

年
れ
に
は
１
、
０
０
０
名
を
割
り
、
会
ほ

率
も
3
0
≒
を
ド
川
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
「

も
ち
ろ
ん
χ
‥
腎
な
、
会
で
も
。
乍
懸
命
収
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
t
　
J
の
様
な

結
ｍ
｀
で
す
。
そ
こ
で
道
腎
協
と
し
て
、
地

域
腎
友
会
に
４
ブ
ル
ー
フ
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の
活
動
の
中
で
他
腎
友

会
の
良
い
点
を
参
考
に
さ
わ
て
会
い
拡
に
ぺ

に
と
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
わ
か
ら
明
‐
1
2
時
ま
で
活
発
な
議

論
を
お
願
い
し
ま
す
ご
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
へ
Ｌ
腎
協
。
。
．
Ｌ
理
事
よ
り
「
４

Ｈ
’
に
行
わ
わ
た
通
常
理
丿
会
報
告
を
中
心

に
話
し
ま
す
。
機
関
誌
を
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。
乙
Ｌ
腎
協
の
活
動
が
詳
し
く
漑
‥

か
わ
て
い
ま
す
。
ぜ
ん
じ
ん
き
Ｉ
ノ
は

５
川
‥
り
か
ら
Ｈ
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
組

織
対
策
か
け
会
で
は
組
織
拡
大
川
い
ノ
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
近
く
配
布
さ
れ
ま
す
。

末
加
人
病
院
に
協
り
依
頼
の
文
心
‥
を
送
る

為
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
協
り
噸
い
ま

議
長
に
選
出
し
、
議
題
に
入
り
ま
し
た
。

Ｉ

　
　
　
　

ｌ
ｉ
／

・

議
題

・

１

地
域
患
者
会
活
動
報
告

「
旭

　

川
〉

○
一
腎
侈
柚
っ
て
何
だ
ろ
う
」
医
療
講

　

演
会
開
催

○
Ａ
-
同
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
Ｊ
シ
実
施
（
Ｍ

　

雲
峡
ホ
テ
ル
人
Ｉ
）

○
旭
川
巾
障
稗
片
７
　
ホ
ー
イ
祀
録
人
会

　

ボ
ッ
チ
ャ
に
参
加
（
署
″
ｎ
活
動
の
実

　

施
）

○
き
ょ
く
じ
ん
文
化
祭
開
催

○
役
八
新
年
交
流
会
実
施
｛
り
い
か
亭
｝

○
道
腎
協
道
北
ブ
ル
ー
フ
会
議
開
催

（
岩
ｕ
一
沢
〉

Ｏ
「
透
析
液
に
つ
い
て
」
吠
療
講
演
会

　

開
催

○
新
印
会
実
施
（
瓦
唄
ゆ
１
り

　
　

パ
の
鴻
）

（
浦

　

河
）

○
腎
キ
ャ
ヽ
八
Ｉ
ン
実
施

す
。
又
、
７
ブ
ロ
ッ
ケ
か
ら
の
推
…
ｅ
＾
に

　
　

（
江

　

別
〉

感
謝
状
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ

腎
協
を
挙
げ
て
会
口
拡
人
に
収
ｏ
細
ん
で

い
き
ま
す
の
で
皆
様
も
よ
り
。
層
協
り
を

お
願
い
し
ま
す
。
｀
・
と
の
挨
拶
が
あ
ｏ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
山
谷
迎
鸞
≪
＜
ｒ
:
ｒ
　
(
道
南
）
を

ん
館
ヒ

○
秋
の
親
睦
会
実
施
（
ニ
セ
コ
紅
葉
Ｕ
一

　

物
、
什
臨
の
森
）

○
役
Ｕ
会
・
忘
年
会
実
施

○
逆
腎
協
道
火
ブ
ル
ー
フ
活
動
準
備
会

　

出
席

８



〈
オ
ホ
ー
ツ
ク
〉

○
逆
束
地
区
学
習
交
流
会
の
開
催

0
2
0
0
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
調
だ

　

配
布

○
新
年
交
流
会
（
ホ
テ
ル
網
走
湖
荘
）

〈
北

　

腿
〉

○
健
康
ま
つ
り
に
難
病
連
北
Ｕ
ぶ
へ
部
と

　

典
同
参
加

○
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ
イ
ヶ
ル
巾
参
加

○
交
通
費
助
成
に
つ
い
て
北
見
・

　

望
月
提
出

〈
釧

　

路
〉

巾
に
要

○
釧
路
健
康
ま
つ
り
参
加
（
ド
ナ
ー

　

カ
ー
ド
配
布
、
署
″
。
‥
活
動
実
施
）

〈
道

　

南
〉

○
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
（
函
館
巾
健

　

康
ま
つ
り
協
賛
）

Ｏ
「
透
析
忠
片
の
血
液
検
介
デ
ー
タ
の

　

見
方
」
医
療
講
演
会
開
催

○
新
年
会
実
施
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
は
こ
だ
て
ホ

　

テ
ル
湯
の
川
）

○
逆
南
グ
ル
ー
プ
化
会
議
参
加

〈
と
か
ち
〉

○
し
め
繩
飾
り
活
動
の
取
組

○
忘
年
会
実
施
（
プ
ラ
ザ
緑
風
）

○
帯
広
巾
と
の
懇
談
会

○
腎
侈
植
を
学
ぶ
会
、
キ
ド
ニ
ー
会
と

　

の
打
八
日
せ

○
臨
時
総
会
開
催
（
釧
路
巾
障
害
学
習

　
　

〈
苫
小
牧
〉

　

セ
ン
タ
ー
）

○
年
賀
状
・
し
め
繩
飾
り
販
売
の
取
組

○
新
年
会
実
施
（
釧
路
束
急
イ
ン
）

○
逆
束
腎
移
植
セ
ミ
ナ
ー
闘
催
（
釧
路

　

プ
リ
ン
７
　
ホ
テ
ル
）

〈
札

　

幌
〉

○
。
障
が
い
酋
交
通
北
助
成
”
に
つ
い

　

て
Ｌ
川
札
幌
巾
長
と
直
接
懇
談

○
新
年
会
実
施

○
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
（
サ
ッ

　

ボ
ロ
テ
ィ
セ
ン
ボ
ウ
ル
）

〈
伊

　

達
〉

○
道
南
地
区
グ
ル
ー
プ
化
会
議
参
加

○
役
ほ
の
改
選
に
つ
い
て
役
ほ
会
開
催

○
医
療
研
修
会
開
催

　

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
署
名
活
動
実
施
）

○
会
ほ
に
「
紅
白
も
ち
」
配
る

○
逆
北
グ
ル
ー
プ
化
会
議
参
・
加

○
役
は
会
及
び
新
年
会
実
施

〈
稚

　

内
〉

○
腎
移
植
行
懇
談
会
（
キ
ド
ニ
ー
会
と

　

桟
催
）

○
難
病
連
八
‐
同
ケ
リ
ス
マ
７
　
ハ
ー

　

テ
ｆ
Ｉ
開
催

○
新
年
会
実
施

○
逆
北
グ
ル
ー
プ
化
会
議
参
加

〈
小
消
水
）

○
新
年
会
実
施
（
川
湯
温
泉
ホ
テ
ル
ブ

　

ラ
ザ
）

○
臨
時
役
ほ
会
開
催
（
道
腎
協
役
ほ
選

　

出
に
つ
い
て
）

○
巾
役
所
に
臓
器
侈
植
推
進
の
為
の
テ

　
　

〈
Ｌ

　

別
〉

　

レ
ビ
の
設
置
を
巾
長
・
副
支
部
長
に

　
　

○
道
北
グ
ル
ー
プ
化
会
議
参
加

　

要
望

○
新
５
＾
＜
”
４
ｒ
：
増
強
月
間
運
勁
の
展
開

〈
深

　

川
〉

○
新
年
会
実
施

〈
室

　

蘭
〉

Ｏ
「
高
リ
ン
血
症
と
は
．
．
．
‥
わ
せ
な
い
」

　

吠
療
講
演
会
開
催

○
し
め
繩
飾
り
の
取
細

○
逆
南
グ
４
　
Ｉ
プ
化
会
議
開
催

〈
留

　

萌
〉

○
留
萌
市
ふ
れ
あ
い
広
場
参
加
（
ワ

○
新
年
会
実
施

〈
名

　

寄
〉

○
忘
年
会
実
施

○
道
北
グ
ル
ー
プ
会
議
参
加

〈
．
．
．
笠
〉

○
‐
帰
り
旅
行
（
鵡
川
町
）

○
道
火
グ
ル
ー
プ
化
準
備
会
参
加

○
…
‐
‐
｀
沢
巾
な
・
…
打
Ｕ
‘
沢
ケ
リ
ニ
ッ
ク

　

と
の
懇
親
会

○
病
院
広
域
問
題
に
つ
い
て
病
院
Ｑ
長

　

と
会
談

　

ノ

･゛ｒ一一｡‘－－。
幽

口

　

第
3
8
回
咄
全
腎
協
通
常
総
会
報
告

　
　

小
平
ぷ
会
員
（
旭
川
）
よ
り
、
富
山

　

人
会
基
調
報
告
に
対
す
る
修
ぶ
案
、
役

　

ほ
改
選
（
油
片
会
長
の
退
任
、
宮
本
副

　

会
長
の
会
長
就
任
）
等
に
つ
い
て
報
告

　

が
さ
れ
ま
し
た
。

圀

　

第
3
8
次
制
全
腎
協
国
会
請
願
報
告

　
　

ａ
木
事
務
‥
川
妊
よ
り
「
平
成
2
1
年
３

　

‥
り
2
6
‐
印
国
会
議
は
会
館
に
於
い
て
、

　

北
海
道
か
ら
筒
吽
紀
昭
氏
（
道
南
）
の

　

参
加
に
よ
り
請
願
署
″
‥
‥
４
７
、
４
８
２
筆

　

が
捉
出
請
願
さ
わ
ま
し
た
。
」
と
、
報
告

　

が
さ
れ
ま
し
た
。

９



圃

　

第
’
。
一
回
道
腎
協
定
期
総
会
議
案
に
つ

　

い
て

　

①

　

平
成
2
0
年
度
活
動
報
告

　
　
　

1
1
木
事
務
局
艮
よ
り
、
資
料
に
沿
っ

　
　

て
説
明
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

道
腎
協
青
年
活
動
に
対
す
る
道
腎

　
　

協
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
提
案
が
あ

　
　

り
ま
し
た
が
、
今
後
運
営
委
員
会
に

　
　

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

②

　

平
成
2
0
年
度
決
算
報
告

　
　
　

三
1
1
会
計
よ
り
、
資
料
に
沿
っ
て

　
　

説
明
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

支
出
の
部
、
科
目
「
全
国
会
負
担

　
　

金
」
に
つ
い
て
、
科
目
名
が
適
切
で

　
　

は
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
全
腎
協

　
　

等
に
確
認
し
後
‐
回
答
す
る
こ
と
に

　
　

し
ま
し
た
。

　

③

　

平
成
2
0
年
度
会
計
監
査
報
告

　
　
　

福
原
会
計
監
査
役
よ
り
、
適
ぶ
に

　
　

行
わ
れ
て
い
る
と
の
報
告
後
、
会
計

　
　

業
務
担
当
者
に
対
し
ね
ぎ
ら
い
の
言

　
　

桑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

※

　

以
上
、
報
告
３
項
目
は
拍
手
に
よ

　
　

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

④

　

平
成
2
1
乍
度
活
勁
方
針
（
案
）

　
　
　

掛
札
会
長
代
行
よ
り
、
資
料
に

　
　

沿
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

こ
の
中
で
特
に
強
調
さ
れ
た
こ
と

　
　

は
「
逆
腎
協
の
会
員
が
４
、
０
０
０

　
　

名
を
切
る
現
状
に
強
い
危
機
感
を

　
　

持
っ
て
会
員
拡
大
に
努
め
て
欲
し

　
　

い
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
腎
友
会
４

　
　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
通
じ
て
、
各
地

　
　

域
腎
友
会
の
さ
ら
な
る
活
勁
の
活
発

　
　

化
を
図
っ
て
欲
し
い
。
」
と
の
要
望

　
　

が
あ
り
ま
し
た
。

　

⑤

　

平
成
2
1
年
度
予
算
（
案
）

　
　
　

三
1
　
1
会
計
よ
り
、
資
料
に
沿
っ
て

　
　

詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

⑥

　

平
成
2
1
・
凹
一
年
度
役
ほ
（
案
）

　
　
　

J
i
ｒ
"
木
事
務
局
長
よ
り
、
資
料
に
よ

　
　

り
提
案
。

　

⑦

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

　
　
　

水
島
運
営
委
ほ
（
室
蘭
）
よ
り
、

　
　

資
料
に
よ
り
提
案
。

　

⑧

　

総
会
宣
言
（
案
）

　
　
　

庄
野
迦
営
委
員
（
札
幌
）
よ
り
、

　
　

資
料
に
よ
り
提
案
。

　

※

　

以
Ｌ
、
報
告
５
提
案
件
は
一
括
承

　
　

認
さ
れ
ま
し
た
。

圈

　

地
域
腎
友
会
グ
ル
ー
プ
活
動
に
つ
い

　

て

　

①

　

第
3
2
回
道
腎
協
定
期
総
会
前
日
の

　
　

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
の
間
に
、

　
　

グ
ル
ー
プ
会
議
・
交
流
の
場
を
設
け

　
　

る
の
で
、
各
地
域
腎
友
会
は
年
度
ｔ

　
　

要
行
事
を
持
ち
寄
り
、
近
隣
腎
友
会

　
　

で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
活
動
を
始
め

　
　

ら
れ
る
よ
う
協
議
し
て
欲
し
い
。

　

②

　

地
域
腎
友
会
グ
ル
ー
プ
活
動
に
対

　
　

す
る
道
腎
協
の
助
成
金
支
払
い
基
準

　
　

を
明
確
化
す
る
為
に
「
地
域
腎
友
会

　
　

活
勁
助
成
金
規
定
」
を
改
ぶ
し
、
２

　
　

項
に
「
地
域
腎
友
会
グ
ル
ー
プ
活
動

　
　

へ
の
助
成
」
を
新
た
に
設
け
る
改
ぶ

　
　

案
を
提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

圈

　

そ
の
他

　

①

　

㈹
全
腎
協
全
国
大
会
ｃ
愛
知
に
つ

　
　

い
て

　
　
　

庄
野
運
営
委
員
（
札
幌
）
が
参
加

　
　

し
ま
す
。

　
　
　

（
※
５
月
1
8
日
現
在
。
全
国
大
会
は

　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
西
圏
の

　
　

拡
が
り
の
為
、
中
止
に
な
り
ま
し

　
　

た
。
）

　

②

　

慢
性
腎
臓
病
（
ｃ
Ｋ
Ｄ
）
旭
川
シ

　
　

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
2
1
年
９
月
６
日
Ｏ
午
後
１
時

　
　

か
ら
旭
川
市
旭
川
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル

　
　

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

③

　

第
3
2
回
道
腎
協
定
期
総
会
・
医
療

　
　

講
演
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
総
会
打

　
　

ち
合
わ
せ
）
・
交
流
会
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
2
1
年
５
‥
り
3
0
日
山
・
3
1
‐
Ｈ

　
　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
て

　

④

　

「
透
析
施
設
に
お
け
る
新
型
イ
ン

　
　

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　
　

に
つ
い
て

　
　
　

日
本
透
析
医
会
・
日
本
透
析
医
学

　
　

会
合
同
の
対
策
会
議
を
闘
い
て
策
定

　
　

し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

な
お
、
総
会
医
療
講
演
会
講
師
の

　
　

隈
先
生
は
、
こ
の
会
議
の
委
ほ
で
す
。

　
　

講
演
会
当
日
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

　
　

つ
い
て
の
質
問
に
も
応
対
し
て
い
た

　
　

だ
き
ま
す
。

　

⑤

　

平
成
２
１
年
度
第
２
回
（
通
常
第
6
7

　
　

回
）
肋
全
腎
協
北
海
逆
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　

議
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
2
1
乍
1
0
月
1
0
日
山
・
Ｈ
Ｈ
Ｏ

　
　

帯
広
巾
に
於
い
て
。
開
催
を
予
定
。

　
　

一

　

⑥

　

腎
移
植
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン

　
　

1
0

　
　

ペ
ー
ン
用
「
の
ぼ
り
」
「
ゼ
ッ
ケ
ン
」

　
　

一

　
　

に
つ
い
て

　
　
　

制
作
す
る
こ
と
と
し
、
腎
友
会
と

　
　

道
腎
協
と
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は

　
　

６
月
の
運
営
委
員
会
に
て
検
討
す
る

　
　

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

⑦

　

機
関
誌
。
ど
う
じ
ん
”
配
布
于
当

　
　

に
つ
い
て

　
　
　

細
部
交
付
基
準
を
６
月
の
運
営
委

　
　

員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

　
　

た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
え
、
大
塚
運
営
委
ほ

（
と
か
ち
）
の
閉
会
の
挨
拶
で
無
事
終
了

し
ま
し
た
。



　
　
　
　

別
地
方
腎
友
会
事
務
局
長

紋

　
　

高
田
光
一

「
『
商
川
さ
ん
た
の
む
よ
・
：
茂
の
後
の
剌
務

局
や
っ
て
く
れ
な
い
か
な
・
あ
と
誰
も
た

の
め
る
人
い
な
い
ん
で
・
：
』
平
成
1
6
年
７

月
末
、
こ
の
．
本
の
電
話
が
私
が
紋
別
地

方
腎
友
会
の
■
-
＾
-
ｓ
c
-
'
ｒ
'
を
や
る
こ
と
に
な
っ

た
す
べ
て
の
き
．
つ
か
け
で
し
た
．

　

屯
話
の
相
Ｆ
は
。
迦
間
前
に
亡
く
な
っ

た
ば
か
り
の
紋
別
地
方
腎
友
会
の
当
時
の

服
務
局
長
、
拝
Ｌ
茂
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
で

し
た
。
ぷ
直
な
感
想
は
、
え
ら
い
こ
と
に

な
っ
た
ぞ
…
簡
県
に
引
き
受
け
た
ら
人
変

な
こ
と
に
な
る
の
で
は
・
：
と
い
う
為
‥
定
的

な
も
の
で
し
た
。

　

当
時
の
私
は
仕
剌
で
あ
る
臨
床
検
査
技

師
の
仕
剌
に
忙
殺
さ
わ
て
い
た
Ｌ
に
、
腎

友
会
の
よ
う
な
集
ま
り
自
体
が
ど
ち
ら
か

各
ふ

と
い
え
ば
苫
Ｆ
で
、
腎
友
会
事
務
局
の
よ

う
な
;
　
　
;
　
･
-
＊
･
な
ど
自
分
に
で
き
る
わ
け
が
な

い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

た
だ
当
時
仕
宅
酸
素
療
法
を
し
て
い
た

私
の
父
が
Ｉ
つ
た
『
拝
Ｌ
さ
ん
の
よ
う
な

人
が
い
な
く
な
る
と
本
肖
に
人
変
な
ん
だ

よ
。
』
と
い
う
言
桑
と
、
腿
合
が
悪
く
な
っ

た
拝
卜
さ
ん
の
そ
ば
で
い
つ
も
涙
を
流
し

て
い
た
、
8
0
歳
を
過
ぎ
た
お
ほ
さ
ん
片
卜

幸
さ
ん
の
姿
に
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
Ｌ
決

心
し
、
何
も
で
き
な
い
か
も
し
わ
な
い
け

ど
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
道

腎
協
さ
ん
の
方
ヘ
メ
ー
ル
で
緊
急
避
難
的

に
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
旨
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（
私
の
父
は
そ
の
。
週

間
後
、
平
成
1
6
年
８
月
６
‐
に
他
界
い
た

し
ま
し
た
）

　

実
際
は
じ
め
て
み
る
と
想
像
以
Ｌ
に
た

い
へ
ん
で
、
お
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
会

員
さ
ん
の
数
や
連
絡
担
当
者
の
名
前
さ
え

わ
か
ら
ず
、
何
度
も
拝
Ｌ
さ
ん
の
家
へ
駆

け
込
み
、
拝
ｈ
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
と
関
係

占
類
等
を
探
し
ま
く
っ
た
の
も
。
度
や
Ｉ

度
で
は
な
く
、
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
も
少

し
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

何
よ
り
も
困
っ
た
の
は
会
長
が
い
な
い

た
め
（
諦
心
？
情
に
よ
り
前
年
に
腎
友
会
を

退
会
）
相
談
で
き
る
棚
Ｆ
が
い
な
い
こ
と

と
、
役
員
不
足
の
た
め
最
低
限
度
の
こ
と

を
行
う
だ
け
で
も
そ
の
仕
巾
の
ほ
は
膨
人

な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　

ず
‐
は
自
分
の
仕
嘔
を
こ
な
し
休
‐
に

腎
友
会
の
仕
剌
を
こ
な
す
。
こ
の
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り

慣
れ
な
い
点
も
あ
り
度
々
い
き
づ
ま
り
、

愚
痴
を
道
腎
協
さ
ん
の
方
へ
こ
ぼ
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
当
時
、
川
村
会
長
か
ら
メ
ー
ル
で

い
た
だ
い
た
「
け
っ
し
て
無
理
は
し
な
い

で
ド
さ
い
。
自
分
の
体
調
を
最
優
先
に
考

え
て
く
だ
さ
い
。
」
の
言
桑
に
ず
い
ぶ
ん

救
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
も
う
５
年
が
た
ち
、
今
思
え

ば
本
１
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

な
か
で
も
昨
年
勃
発
し
た
紋
別
道
政
病

院
透
析
室
閉
鎖
問
題
は
本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
力
に
な
っ
て
あ

げ
た
く
て
も
、
ど
う
し
て
い
い
か
さ
え
わ

か
ら
ず
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
道
腎
協
の
μ

木
串
務
局
長
さ
ん
や
会
員
の
み
な
さ
ん
の

お
り
添
え
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
透
析
室

再
開
に
な
っ
た
の
は
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
私
の
思
い
は
、
腎
友
会
剌
筋
局
と

し
て
Ｍ
低
限
度
の
こ
と
し
か
や
っ
て
こ
わ

な
か
っ
た
私
に
協
力
し
て
く
わ
て
い
る
紋

別
地
方
腎
友
会
の
会
員
の
皆
様
に
対
す
る

感
謝
で
す
。
こ
ね
が
な
く
て
は
今
の
当
腎

友
会
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
の
家
族
の
協
力
、
本
当
に
助

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
私
自
身
も
今
年
透
析
生
活
2
7
年
目

を
む
か
え
、
か
な
り
身
体
的
に
も
あ
ち
こ

ち
に
障
害
が
で
て
き
て
限
界
が
み
え
て
き

ま
し
た
。
私
が
動
け
な
く
な
る
前
に
、
適

任
の
方
に
址
非
ひ
き
つ
い
で
い
た
だ
き
、

も
っ
と
会
を
い
い
形
に
も
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
今
の
私
の
。
冶
の
希
望
で
す
。

涵
尽

Ｈ－



　

メ
キ
シ
コ
を
発
生
源
と
し
て
=
１
３
＾
中

に
ブ
タ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Λ
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
）
が
流
行
し
始
め
て

い
ま
す
。

　

‐
本
で
も
兵
庫
県
・
大
阪
府
で
高
校
生

を
中
心
に
。
。
次
感
染
と
み
ら
れ
る
患
者
が

多
数
梵
症
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
当
初
心
配
さ
れ
た
ほ

ど
心
性
は
強
く
な
く
、
致
死
率
も
季
節
性

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
や
や
多
い
く
ら

い
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

私
た
ち
透
析
患
者
な
ど
慢
性
疾
忠
を
抱
え

る
患
者
に
は
屯
い
症
状
悪
化
を
引
き
起
す

恐
わ
が
あ
る
と
一
言
わ
わ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
透
析
忠
者
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
ら
良
い
の
か
を
、
日
本
透
析

医
会
・
‐
本
透
析
医
学
会
共
同
策
定
『
透

析
施
設
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

感
染
に
つ
い
て
は
、
感
染
＆
の
咳
や
く

　

４
．
ト
分
な
休
養
を
と
り
体
力
や
抵
抗
力

し
や
み
等
の
飛
沫
と
と
も
に
放
出
さ
れ
た

　
　

を
高
め
る
。

ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス

　

５
．
‐
頃
か
ら
バ
ラ
ン
７
　
の
よ
い
栄
養
を

が
付
着
し
た
ド
ア
ノ
ブ
や
机
な
ど
に
触
っ

　
　

と
る
。

た
Ｆ
で
目
や
鼻
な
ど
に
触
っ
た
り
す
る
こ

　

６
．
部
屋
の
乾
燥
に
気
を
付
け
、
適
度
な

と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湿
度
（
5
0
気
～
6
0
％
）
を
保
つ
。

　

感
染
し
た
人
は
症
状
が
出
る
１
日
前
か

　
　

以
Ｌ
の
予
防
法
は
、
道
が
新
型
イ
ン
フ

ら
病
気
に
な
っ
た
後
７
日
口
ま
で
他
人
に

　

ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
定
め
た
も
の
で

感
染
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

す
。

　

予
防
法
は
、
新
刑
ｔ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

あ
っ
て
も
、
。
般
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
で
す
。
‐
頃
か
ら
次
の
点
に
気
を
つ

け
ま
し
よ
う
。

１
．
外
出
後
は
、
う
が
い
や
ｆ
洗
い
を
す

　

る
。

　
　

Ｆ
洗
い
は
流
水
で
Ｇ
鹸
を
つ
け
、
指

　

と
指
の
間
。
手
の
平
・
甲
Ｖ
≫
≪
-
'
５
Ｅ
ま
で

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
国
立
感
染
症
研

　
　

し
っ
か
り
と
洗
う
。

究
所
『
ブ
タ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

　

２
．
マ
ス
ク
を
着
川
す
る
。

Ｑ
＆
Λ
』
を
基
に
関
係
一
…
ｆ
項
を
ま
と
め
ま

　
　
　

外
出
す
る
際
は
努
め
て
着
用
す
る
。

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ク
は
、
‐
・
鼻
を
し
っ
か
り
覆
い
。

　

ぬ
状
で
す
が
、
高
熱
・
咳
・
喉
の
痛
み
・

　
　

外
す
時
に
は
而
体
に
触
れ
る
こ
と
な
く

体
の
痛
み
・
頭
痛
・
悪
寒
・
体
の
だ
る
さ

　
　

固
定
ひ
も
を
持
っ
て
取
り
外
す
。

等
が
あ
り
、
人
に
よ
り
下
痢
・
嘔
吐
を
訴

　

３
．
で
き
る
だ
け
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
要
不
急
な
外
出
を
控
え
る
。

　

私
た
ち
透
析
患
浬
は
、
比
較
的
限
ら
れ

た
空
間
で
多
数
の
忠
政
が
ベ
ッ
ド
を
並

べ
、
長
時
間
。
緒
に
過
す
わ
け
で
す
か
ら
、

日
頃
か
ら
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
よ

｀
つ
。

１
．
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
Ｔ
ツ
シ
ユ

　

等
で
目
や
鼻
を
擬
い
他
Ｌ
へ
か
ら
顔
を
そ

　

ら
す
。

２
．
使
っ
た
テ
で
ツ
シ
ユ
は
直
ち
に
ゴ
ミ

　

箱
に
捨
て
る
。

３
．
咳
や
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
の
あ
る
人

　

は
必
ず
マ
ス
ク
を
つ
け
る
。

４
．
咳
や
く
し
ゃ
み
を
お
さ
え
た
Ｆ
、
鼻

　

を
か
ん
だ
Ｆ
は
直
ち
に
洗
う
。

　

透
析
令
で
快
適
な
透
析
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
‐
常
的
に
励
行
す
る
こ
と
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
与
ミ
本
人
又
は
家
族
等
が
発
症

又
は
濃
厚
接
触
＆
と
な
っ
た
場
ａ
に
は
、

通
院
す
る
こ
と
な
く
。
直
ち
に
通
院
先
の

施
設
に
瞰
話
を
し
て
医
師
の
指
示
を
受
け

ま
し
よ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
発
症

１
‐
前
か
ら
他
入
に
感
染
さ
せ
ま
す
。
自

分
が
発
症
し
て
い
な
く
て
も
、
必
ず
医
師

に
連
絡
す
る
こ
と
が
人
切
で
す
。

　

透
析
患
政
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
兌
症
時

の
透
析
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
生
段

階
を
第
１
段
階
か
ら
第
４
段
階
ま
で
に
区

分
し
ｘ
‥
段
階
に
応
じ
た
体
制
が
計
画
整
備

さ
わ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
（
５
月
９
９
一
‐
現
在
）

い
た
ず
ら
に
不
安
、
心
配
す
る
こ
と
な
く
、

こ
ん
な
時
こ
そ
ト
分
な
透
析
を
受
け
、
ト

分
な
睡
眠
を
と
り
、
体
り
気
力
を
維
持
し

て
い
き
ま
し
よ
う
。

　

道
腎
協
で
は
、
昨
年
1
2
月
３
日
道
健
康

推
進
課
に
新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
お
け
る

透
析
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
以
後
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
の
透

析
機
能
の
付
与
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に

必
要
な
情
報
収
集
等
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
事
態
に
対
応
し
た
施
策
を
道
に

対
し
て
要
望
す
る
な
ど
最
大
限
の
関
心
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
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ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
声

「
明
る
い
未
来
」

'｀ｗ

　　

rl!11

■

　

メ
デ
ｆ
ア
で
は
雇
用
情
勢
問
題
、
世
児
作

経
済
の
危
機
、
妖
気
後
退
な
ど
明
る
い
話

題
は
ほ
と
ん
ど
無
く
‐
本
の
経
済
は
冷
え

込
ん
で
い
ま
す
。
私
事
に
な
り
ま
す
が
、

白
‥
分
か
就
職
活
動
を
し
て
い
た
頃
は
妖
気

川
復
過
程
で
徐
々
に
経
済
が
Ｌ
_
ｖ
.
し
て
０
　

こ
う
と
い
う
時
期
で
し
た
。
今
よ
り
遥
か

に
良
い
時
代
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
何
と
か
装
医
療
機
メ
ー
カ
ー
に
就
職

し
て
３
年
ほ
ど
た
っ
た
時
、
透
析
施
設
で

働
い
て
み
な
い
か
と
い
う
話
を
い
た
だ
き

転
職
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
は
何
も
わ
か
ら
ず
、
看
謳
師
さ
ん
遠

の
足
Ｆ
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ
う
、
仕
‥
…
Ｉ

を
し
て
い
ま
し
た
。
必
然
的
に
透
析
機
Ｓ

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
中
心
に
す
る
わ
け
で

す
が
、
知
識
も
経
験
も
な
く
本
当
に
こ
の

医
療
法
人
社
団
江
夏
泌
尿
器
科
医
院
臨
床
工
学
技
士
大
越

　

秀
勝

瓦
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
け
る
の
か
不
安

で
い
ツ
は
い
で
し
た
。
諦
左
輩
方
に
色
々

な
こ
と
を
相
談
し
教
わ
り
。
勉
強
会
な
ど

参
加
し
少
し
ず
つ
職
場
に
溶
け
込
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
後
に
透
析
療
法
４
ｚ
同
専

門
委
員
会
が
認
定
す
る
透
析
技
術
認
定
Ｌ

を
取
得
す
る
の
で
す
が
、
当
時
透
析
室
で

い
つ
も
片
Ｆ
に
本
を
持
ち
仕
剌
を
し
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

1
9
8
7
年
、
臨
床
1
　
1
学
技
Ｌ
法
が
成

な
し
翌
年
に
第
１
回
目
の
国
家
試
験
が
実

施
さ
わ
ま
し
た
。
医
療
現
場
に
明
る
い
将

来
朕
望
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
反
面
、
責
任
の
屯
さ
は
こ

わ
ま
で
の
も
の
と
は
明
ら
か
に
違
う
も
の

で
し
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
「
穿
剃
」

と
い
う
行
為
で
し
た
。

　

針
を
刺
し
始
め
の
頃
は
火
敗
ば
か
り
し

て
患
片
様
に
恥
安
を
り
え
て
し
ま
い
、
ど

こ
か
に
隠
れ
て
し
ま
い
た
い
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
患
者

様
か
ら
「
人
と
人
だ
か
ら
も
う
。
回
刺
し

な
さ
い
ノ
と
、
。
。
‥
わ
れ
る
と
私
も
「
よ
Ｉ

し
、
が
ん
ば
ろ
う
。
」
と
、
心
の
中
で
は

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
、
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
（
今
で
も
た
ま
に
あ

り
ま
す
・
・
・
こ
の
場
を
借
り
て
ご
め
ん

な
さ
い
）
こ
の
よ
う
に
忠
者
様
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
が
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
い

つ
も
４
剣
に
向
き
た
い
接
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
忠
者
様
と
の
Ｕ
頼
関
係
は
も
ち
ろ

ん
、
７
　
タ
ッ
フ
同
Ｌ
も
お
。
４
い
に
信
頼
し

令
ほ
が
統
。
し
た
Ｑ
解
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

肖
院
で
は
透
析
室
‐
報
が
あ
り
。
透
析

室
の
動
向
・
ト
ラ
ブ
ル
・
申
し
送
り
・
連

絡
"
ｎ
ｒ
*
項
な
ど
を
占
き
込
み
、
全
員
で
確
認

し
て
い
ま
す
。
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
「
ミ
ス
ー
ヒ
ヤ
リ
ー
ハ
ッ
ト
」
で
検
討
、

反
省
し
今
後
の
対
策
を
な
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
・
つ
に
透
析
装
殿
の
安
ら
Ｌ
竹
理
と

い
う
こ
と
で
、
臨
床
1
1
学
技
Ｌ
が
担
っ
て

い
る
の
で
す
。
厳
し
い
経
済
状
況
で
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
と
透
析
条
件
が
混
仕
す
る
中

で
、
医
療
費
の
削
減
が
患
者
様
や
吠
療
機

関
に
人
き
な
負
担
と
な
っ
て
の
し
か
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
現
場
で

は
い
ろ
い
ろ
な
Ｌ
火
を
し
な
が
ら
今
を
乗

り
き
る
た
め
に
址
左
端
の
医
療
技
術
を
駆

使
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
命
維
持

管
理
装
置
を
さ
ら
に
安
全
、
安
心
の
治
療

と
し
て
受
け
ら
れ
続
け
る
明
る
い
将
来
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

(財)北海道腎バンクに
募金をお届けしました

四＆

い、、

r->

腎バンク藤森事務局長(右)と
琶木事務局長

　

３
り
３
１
‐
＾
：
　
ｔ
：
木
剌
務
Ｑ
妊
が

北
海
逆
腎
バ
ン
ヶ
を
訪
ね
、
藤
森
剌

陥
‥
川
長
に
３
１
、
４
０
３
円
（
平
成

2
0
年
度
分
）
の
募
金
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。
募
金
箱
の
設
置
を
お
願
い
し

た
病
院
・
施
設
の
皆
様
、
ご
協
勾
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
腎
バ
ン
ヶ
は
、
平
成
９
年

1
0
月
の
「
臓
Ｓ
侈
植
法
に
施
行
以
前

の
昭
和
5
9
年
５
月
の
ぶ
式
発
足
か
ら

へ
／
‐
ま
で
、
心
停
止
後
の
腎
臓
提
供

酋
の
登
録
の
拡
人
に
ご
尽
り
ド
さ
っ

て
い
ま
す
。
「
臓
器
移
植
法
」
以
前

か
ら
の
「
腎
臓
・
角
膜
の
移
植
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
今
も
、
腎
臓
は
、

心
停
止
後
家
族
の
同
意
が
あ
れ
ば
、

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。

13



喬
吾
φ
心
φ
φ

留
萌

「
平
成
Ｍ
一
年
度
定
期
総
会
開
催
」

　

１
川
1
9
日
11
　
午
前
目
時
よ
り
留
萌
地
万

水
無
へ
腎
交
会
、
定
期
総
会
を
Ｉ
Ｃ
－
レ

７
　
ト
う
シ

　

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し

た

　

嘔
成
2
0
年
度
の
利
発
活
動
報
告
、
会

計
報
告
、
会
計
監
だ
報
り
」
を
し
た
後
、
窄

成
２
１
年
峻
の
活
動
計
画
案
、
．
Ｐ
算
案
他
を

審
議
し
無
恥
に
終
わ
る
利
が
で
き
ま
し

た

　

そ
の
後
、
そ
の
現
に
お
い
て
慰
労
会

を
実
施
。
食
利
を
し
な
が
ら
、
一
又
、
今

年
も
総
ご
参
加
Ｌ
へ
八
が
少
な
い
ね
ブ
と
、

||I-･||IDIII|■■■II

　　　　　　　

＿
mi:

………‥･･‥川｡…

|ljＩ
ｒ

話
が
出
、
来
年
こ
そ
は
会
ほ
を
増
や
し
、

総
会
や
旅
行
等
の
行
小
に
た
く
さ
ん
の
会

.
―
ｉ
か
参
加
す
る
よ
う
に
努
り
し
よ
う
と
話

し
ａ
い
、
又
今
年
も
元
気
に
明
る
く
楽
し

く
頑
張
ろ
う
と
願
い
、
総
会
と
慰
労
会
を

無
恥
終
．
Ｊ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

浦
…
…
…

　

光
男
）

苫
小
牧

　

一
一

　

「
第
｀
一
回
定
期
総
会
・
懇
親
会

　

１
‥
り
叩
一
目
Ｈ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
参
加
者
5
3
″
‥
‥
の
出
席
で
定
間
総
会
と
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
、
菊
地
会
長
の
挨

･・-こｰﾐ1?::

会

之2:tt

筏
f｀ごｉ

-－
Ｏ

●●●●●●

゜ S ． ｀

かが17M/T17＾ず・?ドdこ;、

拶
に
続
い
て
束
賓
で
顧
問
の
…
‐
川
巾
議
、

令
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
の
。
。
。
卜
理

剌
、
…
ｃ
ｃ
巾
長
の
祝
辞
が
あ
り
ｔ
成
2
0
年

度
の
心
Ｐ
ｔ
報
告
、
決
算
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
ず
成
２
１
年
度
ふ
ｐ
ｔ
計
画
案
、
’
Ｆ
算
案
が

延
長
さ
わ
拍
Ｆ
で
承
認
さ
わ
ま
し
た
。

　

続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
へ
″

川
の
フ
ト
ラ
ケ
シ
ー
ン
は
、
ホ
リ
ネ
シ
ア

ン
ダ
、
ｙ
７
　
で
す
。
ま
ず
は
、
「
ア
ロ
～
バ
｀

の
元
気
い
っ
は
い
の
あ
い
さ
つ
で
登
場
で

す
。
心
っ
赤
や
ピ
ン
ク
、
羽
の
つ
い
た
衣

装
で
い
き
い
き
と
笑
顔
で
ま
た
情
熱
的
に

踊
っ
て
ド
さ
い
ま
し
た
。
隣
の
席
の
Ｌ
へ
と

ハ
ワ
イ
に
み
ん
な
で
い
き
た
い
わ
と
話
し

ま
し
た
。
み
ん
な
元
気
を
も
ら
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
続
い
て
ビ
ン
ゴ
と

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
今
回
の
は
品
は
豪
萌
で
、

お
恥
、
ヨ
ー
ゲ
ル
ッ
ヘ
を
提
供
し
て
ド

さ
っ
た
幹
小
ｒ
さ
ん
達
が
い
ま
す
。
は
品
を

め
ぐ
り
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

家
年
も
。
几
気
に
集
い
あ
い
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

人
反

　

恵
芙
。
士

　

「
定
期
総
会
・
移
植
懇
談
会
終
わ
る
」

　

去
る
４
川
2
6
‐
、
と
か
ち
ブ
ラ
ザ
ー
０
１

‥
り
室
に
於
い
て
第
I
T
川
と
か
ち
腎
友
会
定

圓
総
会
が
開
催
さ
わ
ま
し
た
。

　

当
‐
は
会
は
、
家
族
5
0
1
＞
；
：
と
御
来
賓
の

方
々
７
々
‥
‥
の
参
加
が
あ
り
黙
祷
、
来
賓
挨

拶
の
後
、
総
会
に
入
り
2
0
年
峻
一
…
ｒ
恣
報
告
、

収
ｔ
決
算
報
告
が
あ
り
拍
Ｆ
を
も
し
て
喰

認
さ
わ
ま
し
た
。
役
は
改
選
も
決
ま
り
ｓ
ｔ
.
定

通
り
の
時
刻
で
総
会
は
無
事
終
．
Ｊ
し
ま
し
た
。

　

M
4
ｒ
食
を
取
り
午
後
１
時
か
ら
は
「
と
か
ち

腎
侈
植
懇
談
会
」
が
あ
り
、
北
海
道
侈
植
酋

協
議
会
（
キ
ド
ニ
ー
会
）
の
松
浦
会
長
他
３

″
ｎ
が
束
帯
さ
わ
、
帯
広
巾
仕
住
の
２
組
の

方
に
実
体
験
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
（
人

婦
間
移
植
の
力
と
親
．
Ｌ
間
侈
植
の
み
）

　

帯
広
巾
は
侈
航
施
設
も
な
く
、
又
、
侈

植
に
関
す
る
色
々
な
愉
報
が
と
て
も
少
な

い
様
に
思
い
ま
す
。
へ
″
回
の
こ
の
催
し
に

は
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
じ
め
多
く
の
参
加
片

が
あ
り
、
侈
植
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
も



物

ﾄﾞ１－、。、
に
い
る

岩
見
沢

　

一
様
に
思
い
ま
し
た

　

会
場

の
崎
。
Ｌ
が
址
ｏ
な
く
な
る
程
の
人
盛
況
で

Ｉ
４
‐
Ｉ
り
４
４
・

　

１
’
鳥

yや･・

嘱i

rl・､-_jl
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改
め
て
働
体
腎
侈
植
を
ぢ
え
た
ぢ
ち
・
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
報
｛

　

小
笠
原

　

和
枝
｝

「
腎
友
会
岩
見
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
行
事
に

　

つ
い
て
」

　

５
Ｕ
Ｓ
‐
、
お
尾
‐
ｊ
:
^
」
‐
帰
ｏ
人
浴
を

始
め
て
計
画
し
ま
し
た
処
、
目
名
心
参
加

を
み
ま
し
た

　

当
‐
、
～
前
1
0
時
に
病
院
ま
て
に
い
。
７
　
に

迎
え
に
ｋ
こ
ち
ら
い
ｔ
べ
唄
の
。
咀
明
ｙ
園
”

に
向
い
ま
し
た
が
、
桜
は
ま
た
ミ
分
咲
き

ぐ
ら
い
と
い
・
ご
こ
二
八

　

お
佗
見
は
ｕ
Ｌ

-

- -

か
い
た
様
で
す
．
瓦
唄
の
ぶ
Ｉ
Ｏ
ん
館
”

と
い
う
‐
帰
Ｏ
人
浴
施
設
に
む
い
て
、
玄

関
前
で
記
念
り
以
を
搬
ｏ
ま
し
た

　

そ
わ

か
ら
部
屋
に
落
石
い
て
本
年
度
の
患
片
余

総
ご
を
い
け
い
ま
し
た

　

■
M
0
T
度
決
Ｑ
ｊ
発

報
り
ぺ
Ｊ
り
度
の
巾
発
案
、
･
~
-
Ｃ
ｒ
案
な
ど

ウ
ち
認
を
い
た
だ
き
総
余
を
終
わ
ｏ
、
‐

時
１
　
頃
ま
で
温
以
に
・
ぺ
い
て
ち
‘
い
い
ま
し

た

　

ヌ
４
７
４
の
コ
ー
ヒ
ー
色
し
た
温
以

は
か
け
流
し
こ
、
施
設
ち
き
わ
い
て
杵
さ

ん
に
μ
ん
で
も
ら
い
ま
し
た

　

‥
に
時
１
　
か

ら
余
食
を
し
ま
し
た
が
、
ｆ
こ
料
川
ち
皆

様
満
足
え
た
料
理
で
、
ａ
‥
ん
で
．
時
を
過

こ
し
て
い
ま
し
た

　

ｊ
ｔ
計
画
力
中
で
、
丁
川
旅
行
も
防
～

行
い
．
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
川
川
1
0
、
‐

‐
・
の
‘
玉
生
］
こ
第
．
．
々
‥
‥
水
ヅ
“
に
‐
く
．
ド

定
に
な
～
て
い
ま
す

　

昨
年
は
3
0
私
陶
参

加
で
、
べ
／
年
‐
同
し
ぐ
ら
い
い
ぢ
㈲
を
同

時
し
て
い
る
処
で
す

　

‐
帰
旅
一
り
ち
ｆ
一
わ

か
ら
続
け
て
い
く
．
こ
し
一
に
か
㈲
片
ち
恥
く

な
い
て
い
く
’
一
こ
と
思
い
ま
す
－
Ｔ
後
３

Ｌ
Ｉ
’
』
”

９
Ｃ

　

シ
シ
ャ
モ

　

を
味
わ
い
て
み
た
い
と
い

う
余
口
・
の
愚
_
＞
で
当
‐
Ｖ
　
･
ｓ
　
.
_
／
　
_
_
　
Ｖ
ｖ
-
中
比
較

的
疋
λ
な
ご
□
７
私
か
ぢ
・
㈲
し
て
万
長
の

巾
で
午
前
り
時
．
．
．
χ
を
出
兌
し
べ

　

≫
J
'
９

‐
は
、
朝
方
冷
え
込
ん
で
小
雨
ち
降
い
．
て

い
た
が
途
中
で
友
気
ち
持
ち
心
し
た
．
糾

{‘i

Ｉ
ｏ
ん
館
”
を
出
延
し
て
。
屯

　

蒙
ち
過
ぎ
て
沿
線
の
脱
色
も
寒
り
し
て
い

明
公
園
”
に
寄
い
て
ち
・
ら
い
、
お
佗
を
少

し
Ｕ
一
て
無
卦
に
帰
‐
。
て
-
ｒ
ｆ
ｒ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

（
報

目
目
ｌ
ｙ

」
ト

　

リ
ロ
ト
ヘ
）

ヽ
Ｊ
・
・
″
Ｉ

　
　

＝

　

「
行
楽
の
秋
を
．
シ
シ
ャ
モ
’
の

　

味
で
堪
能
」

　

ず
成
2
0
年
川
月
2
6
‐
ミ
笠
腎
与
力
の
剌

ｔ
と
し
て
鵡
川
町
の
ｚ
‥
産
と
し
て
名
高
い

た
が
怯
に
と
い
て
1
0
年
ぶ
ｏ
・
万
一
と
で
過

去
の
記
憶
を
思
い
出
し
な
が
ら
ど
わ
も
が

新
鮮
に
腿
え
べ
特
に
追
分
町
は
函
ｔ
山

鹿
出
て
新
染
の
家
が
ぺ
ち
並
び
様
変
わ
Ｏ

し
た
い
を
目
の
肖
た
り
に
し
て
叶
会
構
造

心
侈
ｏ
変
わ
ｏ
を
実
感
し
た
．

　

午
前
目
時
頃
鵬
川
町
で
介
名
な
料
理
店

　

灯
以
．
叫
｀
に
到
杵
し
た
が
眼
光
客
が

び
い
し
ｏ
と
け
列
を
作
り
、
申
込
み
か
ら

店
の
Ｌ
違
い
も
あ
い
。
で
テ
ー
ブ
４
　
に
つ
い

た
の
は
1
2
時
１
　
だ
い
た
。
空
膿
だ
ン

て
刺
身
や
て
ん
ふ
ら
等
ヽ
ン
シ
ヤ
モ
づ
く
し

の

　

ノ
で
ン
ヤ
モ
御
膳
｀
の
味
を
楽
し
ん
だ
。

　

帰
ｏ
道
で
、
道
の
駅
｀
や
シ
ヽ
ン
ヤ
モ
を

販
売
し
て
い
る
店
に
に
げ
ち
寄
ｏ
、
家
吸
の

お
Ｌ
産
を
門
い
で
、
途
中
で
雌
＾
―
ｖ
温
･
ｒ
＾
に

１
　
げ
ち
寄
ｏ
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
ロ
ビ
ー

で
そ
わ
ぞ
わ
の
病
状
や
悩
み
な
ど
の
情
報

交
換
を
し
て
『
勉
強
八
｛
を
開
催
し
た

午
汲
３
時
脂
に
ミ
笠
に
到
笞
し
た
が
、
愚

義
あ
る
旅
行
で
満
尾
し
て
帰
い
て
ぎ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
報
｛

　

森
川

　

潤
ご

－

;）



　

「
。
札
幌
市
障
が
い
者
交
通
費
助
成
見
直

　
　

し
″
に
対
す
る
札
幌
腎
友
会
の
活
動
」

　

野
山
の
緑
が
‐
々
に
濃
く
映
る
こ
の
頃
、

私
も
札
幌
腎
友
会
で
剌
務
Ｑ
の
仕
事
を
始

め
て
そ
ろ
そ
ろ
。
年
に
な
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
解
ら
な
い
事
ば
か
り
で
片
悩
の
‐
々

を
送
っ
て
ま
す
。
札
幌
に
は
多
く
の
透
析

患
抒
が
お
り
ま
す
し
透
析
施
設
も
多
く
、

ま
た
そ
れ
な
り
に
問
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
。
昨
年
（
平
成
1
9
年
1
0
月
）

に
札
幌
巾
行
財
政
改
革
案
が
発
λ
さ
わ
、

平
成
2
0
年
２
月
に
は
Ｉ
障
が
い
政
交
通
費

助
成
制
度
見
直
し
案
か
発
表
さ
わ
ま
し
た
。

一
重
度
１
・
２
級
の
場
合

現
行

　

福
祉
戦
巾
証
（
無
料
ハ
ス
）
。
タ
ケ
シ
ー

　

券
（
３
９
、
０
０
０
円
）
、
ガ
ソ
リ
ン
券

　

（
３
０
、
０
０
０
円
）
い
ず
わ
か
１
つ
を

　

選
択

見
直
し
案
（
平
成
2
0
年
２
月
）

　

福
祉
乗
巾
証
廃
山
。
タ
ク
シ
ー
券
（
２
４
、

　

０
０
０
円
）
、
ガ
ソ
リ
ン
券
（
２
４
、
Ｏ
Ｏ

　

Ｏ
円
）
、
福
祉
割
引
ウ
ｆ
ズ
ユ
ー
カ
ー

　

ド
（
巾
助
成
２
４
、
０
０
０
円
、
実
質

　

５
２
、
８
０
０
円
分
）
い
ず
わ
か
１
つ

　

を
選
択

　

札
幌
巾
の
交
通
費
の
助
成
は
’

Ａ
.
'
道
各

地
の
助
成
に
比
し
て
多
い
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
案
は
助
成
を
人
幅
に
削
減
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。
札
槻
腎
友
会

で
は
、
透
析
の
迪
院
に
必
要
と
さ
わ
る
交

通
費
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

活
が
今
以
卜
に
片
し
く
な
る
と
、
患
者
の

生
活
を
守
る
た
め
削
減
案
の
撤
回
を
要
求

す
る
巾
長
へ
の
要
望
河
、
ま
た
巾
議
会
の

署
名
を
つ
け
た
陳
情
占
の
提
出
【
署
名
は
、

会
は
・
患
者
の
多
人
な
協
力
に
よ
り
、
Ｍ

終
５
、
リ
】
８
５
筆
）
、
議
会
で
は
鈴
木
会
長

が
ド
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
。
腎

友
会
独
自
の
巾
障
が
い
嘔
祉
課
と
の
意
１
１
｀

交
換
会
（
'
ｆ
ｒ
-
成
2
0
年
６
月
）
も
開
催
し
、

会
ほ
の
生
の
声
を
直
接
巾
側
に
伝
え
ま
し

た
。
他
の
障
害
者
聞
体
と
も
意
志
を
統
。

札幌市障がい福祉課と役員

　

意見交換会

し
、
「
札
幌
巾
の
。
障
が
い
者
交
通
費
助
成
”

削
減
に
反
対
す
る
連
絡
会
」
を
結
成
、
Ｌ

川
札
幌
巾
長
と
の
直
接
懇
談
も
実
現
、
自

紙
撤
川
を
要
求
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
絲

会
が
提
出
し
た
巾
長
へ
の
要
５
"
'
　
＊
^
の
賛
同

団
体
は
現
住
5
6
団
体
に
も
な
り
、
難
病
連

に
も
ご
協
り
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
反
対
巡
動
の
結
果
、
本

年
度
（
平
成
2
1
年
度
）
は
３
？
送
り
、
当
初

削
減
’
ｒ
定
の
2
3
億
中
７
億
は
ｓ
ｔ
｡
ｔ
ｊ
:
を
確
保

し
、
事
業
規
模
を
そ
の
ま
ま
に
と
な
り
ま

し
た
。
こ
ね
は
私
た
ち
の
迎
動
の
成
果
で

す
。
巾
側
は
内
容
を
見
直
し
た
Ｌ
で
来
年

度
（
平
成
９
９
一
年
度
）
か
ら
の
実
施
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
が
、
へ
／
年
５
月
に
行
わ
わ

た
巾
障
が
い
福
祉
課
と
札
幌
腎
友
会
役
1
-
１

７
名
の
意
に
｀
交
換
会
で
は
、
Ｉ
・
リ
】
級
（
透

析
は
ほ
と
ん
ど
１
級
）
は
現
状
を
維
持
、

福
祉
鼎
巾
証
は
存
続
、
タ
？
ン
ー
券
・
ガ

ソ
リ
ン
券
に
関
し
て
も
現
状
維
持
の
方
向

と
の
こ
と
。
し
か
し
３
・
４
級
に
関
し
て

は
助
成
額
を
削
減
す
る
意
向
も
あ
り
、
問

題
は
人
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
７
月
中
旬

の
市
議
会
厚
生
委
員
会
で
新
し
い
案
が
発

表
さ
れ
る
予
定
。
後
は
巾
妊
の
Ｍ
終
決
断

を
待
つ
ば
か
り
。
今
後
も
私
た
ち
障
害
者

の
事
を
理
解
し
。
よ
り
良
い
決
断
を
さ
わ

令
…
″
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

坂

　

孝
光
）

ヘ
パ
リ
ン
な
ど
の

　

血
液
凝
固
阻
止
剤
の
話

　

透
析
を
す
る
た
め
に
は
、
血
液
を

体
外
に
導
き
出
弓
じ
め
、
皿
液
今
固

ま
り
に
く
く
弓
る
薬
が
必
要
で
す

主
に
３
種
類
を
製
品
名
て
み
て
・
｛
１
　

し
よ
う

ｍ
ヘ
パ
リ
ン

　

一
般
的
に
使
用

　

作
用
は
数
時
間

　

持
続
、
透
析
後
も
多
少
残
る
。

卯
フ
ラ
グ
ミ
ン
、
ク
リ
バ
リ
ン
、
ロ
ー

　

ヘ
パ
、
ミ
ニ
ヘ
バ
、
ロ
ー
モ
リ
ン

　

ヘ
パ
リ
ン
よ
り
体
内
出
血
を
助
長

　

す
る
こ
と
が
少
な
い

朗
プ
サ
ン
、
フ
ァ
モ
セ
ッ
ト
、
コ
ア

　

ヒ
ビ
タ
ー
、
ナ
オ
タ
ミ
ン
、
ベ
ラ

　

ブ
、
ナ
フ
ァ
タ
ッ
ト
、
ナ
オ
タ
ミ

　

ン
、
ナ
モ
ス
タ
ッ
ト

　

約
数
分
間
作
用

　

出
皿
概
暉
つ
症

　

状
や
手
術
直
後
も
透
析
可
能

ふ
・
鼻
血
か
出
し
、
歯
茎
か
ら
出
血
し

　

て
い
る
、
便
が
ｍ
｛
い
・
赤
い
等
、

　

出
血
が
疑
わ
れ
る
時
は
、
透
析
前

　

に
必
ず
ヘ
パ
リ
ン
の
こ
と
も
含
め

　

て
先
生
・
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
Ｈ
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「
感
謝
状
を
い
た
だ
い
て
」

副
会
長

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
第
3
2
川
逆

腎
協
総
会
開
催
迄
は
副
会
妊
を
仰
せ
付

か
っ
て
い
た
山
‐
信
ｆ
で
す
。

　

幹
心
″
平
成
９
年
～
1
0
年
、
運
営
委
目

聡
成
‐
年
～
1
2
年
、
副
会
長
聡
成
1
3
年

～
2
0
年
迄
た
ず
さ
わ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
皆
さ
ん
は
じ
め
χ
に
医
療
機
関
、

χ
に
関
係
各
位
の
方
々
に
は
、
何
か
と
、

お
μ
話
、
ご
一
｀
に
慮
を
い
た
だ
き
心
よ
り

感
謝
申
し
ト
げ
ま
す
。

　

お
陰
様
で
会
議
等
に
は
任
期
中
は
２

回
程
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

信

　

ｆ
（
苫
小
牧
）

あ
と
は
、
家
族
の
協
り
も
あ
り
、
。
几
気

で
楽
し
く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
て
、
私
と
逆
腎
協
と
の
関
わ
り

と
い
え
ば
苫
小
牧
腎
友
会
の
副
会
妊
を

し
て
い
る
時
に
、
逆
腎
協
の
幹
心
″
と
し

て
、
会
妊
に
な
っ
て
か
ら
の
７
年
間
は
、

運
営
委
ほ
と
副
会
妊
に
な
り
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　

道
腎
協
の
仕
心
Ｉ
は
、
自
分
自
身
の
活

勁
で
あ
る
と
思
い
、
熱
い
気
持
で
い
つ

も
卜
へ
と
の
触
れ
ａ
い
を
人
切
に
し
た
い

と
い
う
思
い
で
多
く
の
み
と
接
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
、
出
会
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
悲
し
い
別
れ
も
あ
り
ま

し
た
。
飛
ぶ
よ
う
に
過
ぎ
て
ゆ
く
‐
々

の
中
で
当
初
副
会
長
４
″
。
‥
で
し
た
が
、

途
中
、
旭
川
の
^
j
L
.
柳
さ
ん
、
札
幌
の
柳

沼
さ
ん
を
火
い
私
的
に
も
最
曖
の
ほ
を

亡
く
し
た
り
で
、
心
が
動
揺
し
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
窄
成
1
5
年
に
苫
小

牧
で
第
2
6
川
遊
腎
協
人
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
、
１
３
０

名
の
会
は
さ
ん
の
出
席
が
あ
り
嬉
し
い

思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
公
国
人
会
に
も
秋
川
、
京
都
、

富
山
と
参
加
し
、
ヤ
国
の
同
じ
仲
間
か

ら
、
元
気
を
い
た
だ
き
、
も
っ
と
頑
張
っ

て
何
か
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
「
気
」

に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
道
腎
協
の
仲
間

と
の
歓
談
の
折
に
は
、
透
析
に
関
す
る

実
体
験
の
事
柄
、
薬
の
こ
と
な
ど
自
分

の
病
気
・
‐
常
を
如
に
過
ご
す
の
が
良

い
の
か
を
知
る
近
逆
だ
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
Ａ
”
遊
的
に
会
員
さ
ん
が
減
少
し
、

人
会
す
る
患
行
さ
ん
の
数
が
低
迷
し
て

い
る
の
で
地
域
の
活
性
化
と
い
う
意
味

で
、
先
人
、
諦
先
輩
の
方
々
が
命
と
引

き
換
え
に
築
い
て
く
わ
た
医
療
制
度
や

社
会
福
祉
制
度
が
、
こ
わ
以
卜
後
退
し

な
い
様
に
、
そ
し
て
後
期
高
齢
者
仄
療

制
度
、
透
析
診
療
報
酬
改
定
は
、
私
達

透
析
患
ｉ
ｔ
が
声
を
ト
げ
な
け
れ
ば
、
ま

す
ま
す
負
担
を
私
達
に
突
き
つ
け
て
く

る
と
思
う
し
、
人
変
な
こ
の
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
で
り
を
ａ
わ
せ
ゲ

ル
ー
プ
強
化
を
密
に
し
て
知
恵
を
出
し

ａ
つ
て
、
「
良
い
透
析
」
を
す
る
為
に

私
達
。
人
ひ
と
り
が
腎
友
会
活
動
の
必

要
性
を
認
識
し
て
、
自
分
自
身
の
活
動

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
入
会
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
生
涯
こ
の
治
療
を
続
け
る
者
と

し
て
、
べ
／
後
も
全
腎
協
、
道
腎
協
の
活

動
と
玖
に
腎
友
会
活
動
を
側
而
的
に
も

お
Ｆ
伝
い
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
が
患
者
会
の
真
価
が
試

さ
わ
る
時
代
に
入
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
最
近
の
・
V
　
１
１
１
.

６
＊
１
の
方
々
の

目
覚
ま
し
い
活
躍
振
り
や
、
諸
行
事
に

於
け
る
片
さ
の
「
行
動
り
」
が
明
‐
へ

の
患
占
会
の
明
る
い
未
来
を
担
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
道
腎
協
役
μ
に
な

ら
わ
た
方
々
、
ど
う
ぞ
お
身
体
ご
自
愛

の
程
、
そ
し
て
色
々
な
意
味
で
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

べ



『
在
宅
血
回
図
祈
貨
圖
悲
涼
験
囲
』

柳

　

瀬

　

英

　

樹
（
青
年
部
副
部
長
・
旭
川
）

①

　

在
宅
血
液
透
析
導
入
の
き
っ
か
け

　

最
初
は
、
透
析
の
機
械
な
ん
て
専
門
家

し
か
扱
え
な
い
だ
ろ
う
、
ま
し
て
や
針
を

剌
す
こ
と
な
ん
て
絶
対
に
無
理
だ
ろ
う

と
、
話
ｔ
分
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
医
師
か
ら
、
在
宅
血
液
透
析
は
、
５

時
間
や
６
時
間
な
ど
の
長
時
間
透
析
、
毎

‐
２
時
間
や
３
時
間
な
ど
の
頻
回
透
析
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
透
析

ほ
が
増
え
透
析
間
隔
が
短
く
な
る
こ
と
で

体
調
が
よ
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

考
え
か
ら
、
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
血
液
透
析
、

腹
膜
透
析
、
腎
侈
植
と
様
々
な
治
療
経
験

を
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
際
出
来

る
限
り
の
治
療
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
の
も
理
山
の
。
つ
で
す
。

　

本
人
が
希
望
し
て
い
て
も
、
介
助
者
が

必
ず
必
要
な
の
で
、
同
意
し
て
く
れ
な
け

れ
ば
始
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
の

場
合
、
母
親
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
面
談

を
お
こ
な
い
、
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
し
て
。
介
助
者
に
は
負
担
を
か
け
ず
に
、

な
る
べ
く
最
初
か
ら
最
後
ま
で
自
分
。
人

で
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
訓
練
を
し

て
も
ら
う
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。
訓
練
の

時
間
は
、
什
事
な
ど
の
関
係
も
あ
り
、
い

つ
も
の
週
３
回
の
透
析
‐
に
、
治
療
を
か

ね
て
お
こ
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
の
対
処
法
、
原
閃
な
ど
を

し
っ
か
り
と
７
　
タ
ッ
フ
か
ら
習
い
、
何
と

か
計
2
1
回
の
訓
練
で
終
’
Ｌ
し
ま
し
た
。

②

　

自
宅
改
修
工
事
と
透
析
装
置
の
設
置

　

屯
気
の
容
ほ
増
設
と
、
水
逆
配
管
ｆ
嘔
、

床
が
畳
だ
っ
た
の
で
、
。
部
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
に
改
造
し
、
1
　
1
剌
は
１
‐
で
終
わ
り
ま

し
た
。
Ｋ
事
費
は
約
1
0
万
円
前
後
で
す
。

③

　

物
品
搬
入

　

私
の
場
ａ
は
、
透
析
で
使
用
す
る
物
品

は
、
１
ヶ
月
に
２
回
、
ス
タ
ッ
フ
が
病
院

か
ら
届
け
て
く
れ
ま
す
。
特
に
１
箱
（
Ａ

液
、
Ｂ
液
合
わ
せ
て
Ｃ
＾
ｌ
Ｌ
）
の
透
析
液
を

１
回
の
透
析
で
使
用
す
る
の
で
、
か
な
り

の
ス
ペ
ー
ス
を
要
し
ま
す
。
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
や
血
液
回
路
、
生
食
、
注
射
器
や
テ
ー

プ
、
消
毒
薬
な
ど
も
配
達
さ
れ
ま
す
。

④

　

在
宅
血
液
透
析
開
始

　

最
初
の
１
週
間
ほ
ど
は
７
　
タ
ッ
フ
が
何

度
か
様
ｆ
を
み
て
く
れ
ま
し
た
が
、
以
降

は
Ｉ
人
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３

週
目
を
過
ぎ
て
か
ら
、
隔
日
透
析
で
、
中

２
‐
を
空
け
な
い
よ
う
に
し
て
み
ま
し

た
。
病
院
透
析
の
こ
ろ
は
、
・
２
‐
空
き
の

透
析
前
は
身
体
が
だ
る
く
、
仕
事
に
も
多

少
影
響
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
よ
い
よ
連
‐

透
析
を
開
始
し
ま
し
た
。
連
日
と
い
っ
て

も
週
５
‐
以
Ｌ
、
１
川
に
つ
き
３
～
４
時

間
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

必
ず
、
毎
回
透
析
開
始
時
、
ス
タ
ッ
フ

に
携
帯
で
メ
ー
ル
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

は
９
　
１
）
時
間
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
で
、
ま
た
、

何
か
ト
ラ
ブ
ル
や
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ぱ
連
絡
を
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
緊
急
訪
問

も
あ
り
ま
す
。
通
院
は
月
に
２
回
で
、
そ

の
つ
ど
血
液
検
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
透
析
装
置
の
業
政
も
定
期
的
に
訪
問

し
て
点
検
を
し
ま
す
。

　

毎
回
の
透
析
の
情
報
、
血
圧
、
体
調
等

を
記
録
用
紙
に
記
入
し
、
自
己
管
理
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ろ
過
装
’
皿
の
簡
易
的
な

水
質
検
査
も
自
分
で
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
仕
嘔
も
今
ま
で
、
通
院
の
関
係
Ｌ
、

無
理
を
い
っ
て
シ
フ
ト
を
変
え
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
自
山

に
決
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
体
調
は
以

前
の
よ
う
に
波
が
な
く
安
定
し
、
身
体
が

軽
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

透
析
ほ
も
週
1
5
時
間
以
Ｌ
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
透
析
の
質
を
向
卜
で
き
る
こ

と
が
Ｈ
Ｈ
Ｄ
の
利
点
で
も
あ
り
ま
す
。
自

分
で
好
き
な
時
間
に
透
析
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
自
由
な
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
食

事
制
限
も
か
な
り
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ほ

の
介
助
も
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

⑤

　

水
道
、
電
気
料
金

　

水
道
は
、
在
宅
血
液
透
析
を
開
始
し
て

か
ら
、
ほ
ぼ
５
倍
使
用
し
て
い
ま
す
。
料

金
は
Ｉ
・
５
倍
く
ら
い
に
卜
が
り
ま
し
た
。

道腎協青年部ホームページ
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全
道
４
グ
ル
Ｌ
プ
１
　
●
一
・
一
一
●
●
●
一
・
・
●
●
●
●
●
●
●
一
●
●
●
●
●

一
●
一
一
●
●
●
●
一
一
・
●
●
ｅ
ｅ
●
ｅ
一
●
一
番
＠
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
一
●
一
●
●
一

″
ど
う
じ
ん
″
新
編
集
委
員
紹
介

　

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
‐
‥

遭
東
グ
ル
ｔ
プ
ー

長江n r-

　

(釧路)

　

透
析
を
始
め
て
、
１
年
９
ヵ
日
。
に
な

ｏ
ま
ず

　

あ
い
し
～
‥
う
間
に
過
ぎ
て

行
い
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
ト

の
血
竹
が
な
か
な
か
れ
く
な
ら
ず
穿
剃

に
は
、
。
Ｅ
｛
‥
労
し
ま
し
た
。
私
の
通
っ
て

い
る
病
院
は
。
ず
成
1
9
年
の
‥
に
川
に
出

来
た
ば
か
り
、
新
し
い
綺
麗
な
病
院
で

す

　

片
い
ず
ヶ
ｘ
ン
の
臨
床
Ｌ
９
　
技
Ｌ

さ
ん
や
Ｖ
>
v
く
、
か
わ
い
い
チ
ャ
ー
ミ

ム
ゾ
な
反
の
。
Ｌ
も
２
私
ほ
ど
居
ま
ず

（
迷
惑
か
け
ま
し
た
）
透
析
の
剌
は
、

ｈ
；
；
ぐ
ら
い
と
し
て
、
楽
し
い
話
し
に

侈
ｏ
ま
し
ｙ
ン

　

旅
行
が
好
き
で
、
３

日
の
連
休
に
沖
繩
に
行
い
。
て
来
ま
す
。

数
年
前
に
行
っ
た
時
は
雨
降
ｏ
で
水
族

館
な
ど
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

石
垣
。
島
な
ど
、
島
巡
り
を
し
た
の
で
す

が
、
風
も
強
く
で
山
も
す
ご
く
、
寒
い

沖
繩
で
し
た

　

(
Ｘ
い
と
思
い
沁
着
で

行
っ
た
の
に
…
）
海
の
色
も
空
の
色
も
、

釧
路
の
海
や
空
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ガ
リ
カ
り
で
す
・
：

　

へ
／
回
は
七
‐
い
大
空
、
透
き
通
い
だ
ｈ
‐

色
の
海
を
間
侍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
‐
の
洞
窟
シ
ユ
ノ
ー
ケ
リ
ヽ
で
ツ
と
執

帯
魚
と
遊
ぶ
た
ら
向
シ
ユ
ノ
ー
ケ
リ
ン

ゾ
を
経
験
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
初

め
て
で
す
・
：
）

　

ど
こ
ま
で
、
出
来
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
ご

て
沖
縄
を
楽
し
ん
で
来
た
い
と
思
い
ま
す

遭
北
グ
ル
ー
プ

　
　
　

ｌ
ｊ

　

≫
’

｝

　

ｎ
一
口
い柳瀬

　

英樹

　

(旭川)

今
回
、
Ｊ
」
う
じ
ん
”
の
編
集
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
い
た
旭
川

の
柳
瀬
で
す
。
私
は
、
血
液
透
析
、
腹

膜
透
析
、
腎
侈
植
と
経
て
、
現
仕
、
仕

宅
血
液
透
析
を
導
人
し
、
透
析
年
数
も

Ｕ
年
目
を
迎
え
ま
し
た
『
『
住
宅
血
液
透

析
は
、
穿
剃
や
準
備
な
ど
’

Ａ
.
'
て
自
分

で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
に
ぺ

変
な
而
も
多
い
の
で
す
が
、
透
析
以
の

増
加
に
よ
ｏ
、
体
調
が
良
好
で
、
妊
く

続
け
て
い
け
た
ら
と
川
司
で
い
ま
す
。

　

私
に
編
染
委
ほ
が
陥
ま
る
か
心
w
ｚ
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
り
を
借
り
て
、
私

自
身
が
俳
た
体
験
や
、
発
見
、
ま
た
多

く
の
万
々
か
ら
９
　
ん
だ
情
報
を
提
供
で

き
れ
ば
と
川
司
て
お
ｏ
ま
す
。
編
集
委

ほ
の
諦
児
輩
方
々
の
ご
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
精
。
杯
が
ん
ば
っ
て
い
く
所
々

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
『

Ｄ

道
央
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

‐
－

ｎ
Ｓ
ｐ

久原

　

恥江

　

(札幌)

　

道
腎
協
の
人
き
な
流
れ
と
し
て
、
本

年
度
よ
り
「
地
城
腎
友
会
活
動
の
４

ブ
ル
ー
フ
化
｛
が
い
よ
い
よ
７
　
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
当
鋏
機
関
誌
ど
ぅ
し
か

の
編
集
委
口
も
＆
地
域
か
ら
新
し
い
Ｌ
へ

も
㈲
わ
り
、
地
元
の
特
色
を
生
か
し
た

様
々
な
話
題
や
感
動
の
記
嘔
等
が
満
繊

さ
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
会
ほ
の
皆
さ

ん
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

札
幌
の
話
逝
は
、
桜
・
悔
等
佗
の
時

期
が
終
わ
る
と
ぅ
て
フ
″
ク
祭
り
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ヘ
札
幌
祭
り
、
人
通

り
で
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
：
雪
祭
り
等
あ

り
す
ぎ
て
、
何
か
中
心
や
ら
焦
点
が
ボ

ヤ
ケ
て
き
ま
す
。
そ
の
ト
次
か
ら
次

と
剌
件
や
ら
剌
故
等
目
が
川
り
そ
う
で

す

　

忠
片
組
織
の
活
性
化
は
勿
論
の
’
五
、

自
分
自
身
の
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
も

（
脳
は
嘘
を
つ
か
な
い
と
。
。
。
。
‥
う
）
こ
の
機
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会
に
編
染
委
八
の
杵
様
と
玖
に
、
史
に

親
し
み
易
り
ど
う
じ
ん
乱
作
成
を
と
、

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福留夕起ｆ

　

(室蘭)

　

道
腎
協
の
逆
南
ゲ
ー
ル
ー
ブ
化
に
伴

い
、
こ
の
度
編
集
委
ほ
に
な
り
ま
し
た

室
聞
地
方
腎
友
会
の
柵
留
で
す
。

　

透
析
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
へ
／
年
で
‐
年
目

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
活
勁
に
も
積
傾
的
に
参
加
し
、

お
仔
い
助
け
〈
口
う
仲
間
も
増
え
ま
し

た
。
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
の
中

で
も
自
分
の
意
識
を
た
か
め
、
少
し
で

も
会
の
活
動
を
通
し
て
社
会
に
恩
が
え

し
が
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
。
原
稿
の
ご
依
頼
を
お
願
い
し
た

時
に
は
心
よ
く
お
引
き
受
け
ド
さ
い
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

n
i
l

　
　

。

　
　

一

　

゜

　

１

　
　
　
　

一

■
ご
訃
報

栗
山

　

尚
倫
氏
（
享
年
7
2
歳
・
釧
路
）

●

　

平
成
1
3
年
～
1
6
年
ま
で
幹
心
″
、
平
成

に
四
年
～
1
6
年
ま
で
社
七
腎
協
ぶ
会
員
、

ず
成
1
7
年
～
1
9
年
ま
で
社
ヤ
腎
協
北
海

逆
ブ
ロ
ッ
ヶ
担
当
理
V
-
４
.
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
2
1
年
５
月
1
8
日
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ

第
3
6
回
鵬
北
海
道
難
病
連
全
道
集
会

札
幌
大
会

　

日
時

　

ｆ
成
２
１
年
８
Ｈ
１
‐
‘
‐
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
‐
‐
‥

※

場
所

　

か
で
る
リ
】

　

・
【
～

　

Ｉ

－
１
１
－

腎
臓
病
部
会
と
し
て
、
道
腎
協
で
は

医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

新
し
い
高
リ
ン
血
症
治
療
剤
炭
酸
ラ
ン
タ
ン

製
品
名
ホ
ス
レ
ノ
ー
ル
が
４
月
か
ら
発
売

梅
原
孝
之

（
青
年
郎
郎
長
・
旭
川
）

四

　

今
年
で
透
析
歴
が
1
0
年
‐
と
な

　

行
っ
た
定
期
の
血
液
検
査
で
リ
ン
が

り
、
現
在
は
５
時
間
血
液
透
析
を
Ｑ

　

６
の
台
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
食

Ｂ
（
血
液
流
･
A
-
ｒ
）
２
５
０
㎡
／
分

　

剌
の
内
容
に
は
特
に
変
化
は
無
く
、

の
設
定
で
受
け
て
い
ま
す
。
身
長

　

帽
変
わ
ら
ず
の
状
況
だ
っ
た
の
で
、

が
１
６
９
Ｊ
で
Ｄ
Ｗ
が
7
3
キ
ロ
で
す

　

や
は
り
ホ
ス
レ
ノ
ー
ル
の
効
き
口
だ

が
、
。
定
の
透
析
は
を
確
保
し
て
い

　

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
如

　
　

更
に
少
し
回
数
を
置
い
た
検
食
で

何
せ
ん
食
の
旺
盛
が
透
析
ほ
に
勝
っ

　

は
、
リ
ン
は
４
台
と
な
り
以
降
は

て
い
る
よ
う
で
、
中
々
リ
ン
の
値
が

　

時
々
６
台
に
な
り
つ
つ
も
、
ほ
ぼ
４

下
が
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
炭
カ
ル
と

　

の
台
辺
り
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

レ
ナ
ジ
ェ
ル
を
か
な
り
の
ほ
服
用
し

　
　

食
剌
は
、
リ
ン
が
８
の
台
だ
っ
た

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
リ
ン

　

頃
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
副

の
値
は
、
良
く
て
８
啄
／
ｄ
（
後
、

　

作
用
も
少
な
く
、
自
分
な
り
に
気
分

叫
位
省
略
）
の
台
辺
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ

　

も
お
な
か
も
満
足
の
い
く
食
事
を

と
す
る
状
態
の
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

し
、
ス
ト
レ
ス
も
感
じ
な
い
状
態
で

ト
等
で
の
情
報
で
噂
に
聞
い
て
い

　

リ
ン
が
あ
る
程
度
の
数
値
に
落
ち
肴

た
、
炭
酸
ラ
ン
タ
ン
（
製
品
名
ホ
ス

　

い
て
い
る
の
は
と
て
も
助
か
り
ま

レ
ノ
ー
ル
）
が
処
方
さ
れ
る
嘔
に
な

　

す
。

り
ま
し
た
。
レ
ナ
ジ
ェ
ル
の
服
川
を

　
　

ホ
ス
ノ
ー
ル
だ
け
の
り
で
リ
ン
の

山
め
、
炭
カ
ル
２
錠
と
ホ
ス
レ
ノ
ー

　

数
航
を
適
ぶ
に
す
る
の
は
難
し
い
か

ル
２
５
０
暉
１
錠
を
食
後
に
服
川
と

　

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
透
析
ほ
を
な
る

い
う
形
に
な
り
、
当
初
の
検
査
で
は

　

べ
く
多
く
確
保
す
る
な
ど
の
基
本
を

リ
ン
の
数
値
に
目
な
っ
た
変
化
が
無

　

押
さ
え
た
Ｌ
で
、
あ
と
。
歩
の
部
分

か
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
お

　

を
補
う
た
め
に
は
非
常
に
有
効
な
薬

お
よ
そ
３
週
間
前
ほ
ど
経
っ
て
か
ら

　

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
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11月12日

　

rお正月飾り』案内文書、カタログを各地t４同友会へ

　　　　　

発送

　　

17日

　

i□庁訪問（６木ｌ務局長）

　　　　　

唱祉部聡務課

　

意見交換会について

　　　　　

医療蔡務課

　

同キャンペーンに対する桶助について

　　　　　

病院管理局

　

紋別・北見・羽幌病院の現状について

　　

25日

　

臨時運宮会&員及び淵との意見交換会の案内文書を発送

　　

27日

　

第28回岡キャンペーン報告宙きE全同協ヘメールにて送信

　　

28日

　

透析患者通院実態詞ｉ協力の御礼状発送

12月１日

　

第２回組織検討委貫会報告書を役員・各地域知友会へ

　　　　　

発送

　　　　　

全知協吉野理事からの自立支媛法についてのメール文

　　　　　

を各地峨同友会へ発送

　　

２日“ぜんじんきょう“声のテープrta230を発送

　　

３日

　

淵健康推進課特定疾患グループ渡辺主画に新型インフ

　　　　　

ルエンザウイルス対策における迭析患者への対応を問

　　　　　

い合わせ

４～５日

　

北海淵透析患者実懸調画用峨・回収用封筒印刷作蔡

　　　　　

(4.000部）

　　

９日

　

北海道透析患者実態調画用紙・回収用封筒を各t也域腎

　　　　　

友会へ発送

　　

10日“どうじん“第123号発行

　　

15日

　

北海道遇析患者実９詞画用紙・回収用封筒を個人会員

　　　　　

へ発送

　　　　　

保健福祉部総務課

　

京谷主査と意見交換会IJ合せ

　　　　　

道旗会自民党・民主党・公明党に機関誌“どうじん”

　　　　　

を配布、今後控窒に展示を要望

　　

16日

　

臨時運営会膿開催

　　　　　

i□との息見交換会実施（11名參加）

　　

24日

　

臨時運営会議報告●を運営委員に発送

　　　　　

活動状況報告書、各施設会員数・恋者数詞画依頼又きE

　　　　　

各地峨同友会へ発送

　　　　　

北海道院内臓器移植連絡調整ａ（移植⊃－ディネー

　　　　　

ター）名簿を運営委轟・各地峨同友会へ発送

１月５日

　

全岡協からの「後期高齢者医療制度の目己負担額の見

　　　　　

直しについて」のＦＡＸ文書き各地域同友会・副会長

　　　　　

へ郵送

　　

６日

　

｀ぜんじんきょう" ^to231発送

　　

８日

　

苫小牧同友会へ入会のすすめリーフレット5400部発送

　　

９日

　

第３回組織検討豆員会案内文●を組織検討委員へ発送

　　

13日

　

全賢協を訪問（琶木事務局長）

　　　　　

９原理事に広域化･連帯構想に対するー同協の行勣説明

　　　　　

金子副会長に８月開催予定のシンポジウムへの協力支

　　　　　

援について要請

　　

21日

　

全知協佐野編集委員を市立砂川病院高塚先生に案内

　　　　　

（琶木事務局長）

　　　　　

退庁病院管理局大岩王幹にーユ北見病院内科医退職に

　　　　　

伴う透析室の維持について電話確認（琶季事務局長）

　　

23日

　

平成21年度地域助成金申請書、平成21年・２年度役員

　　　　　

推鵡状提出依頼の文書を各地峨岡友会へ邸送

　　

26日

　

全知協へ国民健康保険証の臓器移植意思表示翻再入状

　　　　　

況mrim.障害るの自勣車税減免鯛画察5F AX送信

　　

２７日

　

゛医療通信心第３号を役員・各地域同友会へ発送

　　

28日

　

全岡協からの「介護保険の見直しについて」メール文

　　　　　

を運営委員・各地1竃同友会へ発送

　　　　　

バクスター社根本氏来局

　

８月間催予定のシンボジウ

　　　　　

ムヘの協刀依頼（琶木事務局長）

２月２日

　

退庁防問

　

健康推返辞長尾主ａ・山ぶ主ilとＣＫＤ協

　　　　　

議会股Ｓについて面鹸（全岡協三上理事、琶不串務局

　　　　　

長）

　　

３日

　

国会請願書名発送（全知tS47. 12926、ＪＰ A 25. 326a)

　　

６日

　

第３回組織検討委員会討議il章二↓・資料１を各組織検討

　　　　　

委員へ発送

　　

９日

　

第４回運営会岨案内又書を運営委員へ郵送

　　

16日

　

国会請願書名追加分（全知協172≫) 2郵送

2い２日

　

第３回組臨検息1委員会聞催

　　

27日

　

第３回運営会議討議資料・資料ＮＱＩを運営委轟へ郵送

３月３日

　

国会請願署名追加分（全知協171K. J P A1i3i)を

　　　　　

郵送

　　

４日

　

全知協からの自立支援についてのＦＡＸ又書を、各地

　　　　　

t,a同友会へ郵送

７・８日

　

第３回運宮委員会開催

　　

９日“ぜんじんきょう“No232発送

　　

IO日

　

国会請願署呂追加分（全知協10汲）を郵送

　　

12日

　

第３回組織検討委員会報告書き役員・各地峨目友会へ

　　　　　

郵送

-

　　　

活動状況報告酋用紙（１月～３月分、平成21年度年閻

　　　

活勁日1¥表、腎キャンペーン用紙・ゼッケン調査蔡を

　　　

§地域知触解へ郵送）

　　　

迦同病連会針監ａ（三上会計・福原監ａ）

13日

　

北海i□新問社吉田氏と面鹸

　

旭川ＣＫＤシンポジウム

　　　

への協刀要請（昌孝事務局長）

　　　

道新配事（公立４病院へ交付金IJち切り）について、

　　　

迦医噪政策X7

　

湖東氏に電話確昭

16日

　

平成21年度第１回ブロック会議案内文書を役員・地域

　　　

知友会へ発送

17日

　

北海泗透析患者実態詞ａ察

　

回収分をかがやき工房へ

　　　

発送
18日

23日

29日

３:)日

４月７日

　　

13日

14日

15日

1８・ 19日

　　

２日

　　

23日

“どうじん“第124号を発行
舅３回運宮会議報告自を運営委員へ郵送

冨良野腎友会総会へ出席（小平運営委員）

バクスター社根本氏

　

来局

　

旭川ＣＫＤシンポジウム

IJ合せ（琶孝串務局長）
平成21年度男１回ブロック会議討&具資料・資料を発送
北クリニック栄蜀ｔ佐々木先生と面談（屁木事務局長）

パイエル・レシピコンテスト実施について相鹸

個人会員へ平成21年度会費納入のお願い文書を郵送
道・医啼政策g7蕃務グループ北山王ａと面談（琶孝串

務局長）
遣と共に、日ハムキヤラクターでドナーカード裂作依

頼をしたいと要望する
平成21年度男１回ブロック会議間催

国会臍願１名追加分（Ｊ Ｐ A910U)郵送

第32回定朋総会ポスター、全腎協全困大会ボヌターを

各地域祠友会へ発送
第32回定期総会案内文歯を発送
ブロック会議（総会打合せ）・交流会案内又書、珊間

誌編輿会議案内文書を発送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－－一一2６日

　

小樽後志地乃同友会総会へ出席（琶木串務局艮）

　　　

苫小牧腎友会総会へ出席（三上会計）

３:）日“どうじん“第125号発行

　　　

i□議会各党派へ第３２回定期総会富内文書Ｅ柚参（琶不

　　　

事務局長）

　　　

i□保健福祉部総務課訪問

　

高鳴知’μへ気32回定期総会

　　　

案内文書を持参（琶木!μ務局長）

５月７日

　　

12日

　　

13日

“ぜんじんきょう’rヽｂ､Ｚ１３発送
「入会の案内」北海道版印刷作業(10.000部）

平成21年度第１回ブロック会議報告書を全腎協ヘメー

ルにて送侶
市民公開シンポジウム慢性匈臓病（ＣＫＤ）～講師依

頼文魯を旭川医科大学中川先生、旭川赤十字病院和田

先生へ郵送

1４日

　

平成21年度ブロック会岨報告書き役員へ発送

　　　

第32回定咽総会

　

案内チラシ唇E江別同友会・小樽i壁志

　　　

t也万同友会へ発送

15日

　

市民公開シンポジウム慢性腎臓m (CKD)～後援依

　　　

頼又書を持参・郵送
1９日

　

西木事務局長出張

　　　

砂川市立病院、石田クリニック、

　　　

市立病院を訪問
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滝川市立病院、赤平

　　　

透析患者へ患ａ会入会のしおりの配布を依頼

３:)日

　

ブロック会岨(総会打合せ)、４グループ母交流会の

　　　

実施

31日

　

第32回定賠総会、医療講演会閥催
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